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平成３０年和束町決算特別委員会 

 

○議長（岡田 勇君） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日は、決算特別委員会にご参集いただき、ご苦労さまです。 

 初めての決算特別委員会でありますので、委員会条例第９条の規定によりまして、

年長の竹内きみ代委員に臨時委員長をお願いいたします。 

 臨時委員長と交代いたします。 

○臨時委員長（竹内きみ代君） 

 年長のゆえをもちまして、私、竹内きみ代が臨時委員長の職務を行います。ご協力

をお願いいたします。 

 ただいまから、決算特別委員会を開会いたします。 

 これより、決算特別委員長の選挙を行います。 

 委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長の選挙は、指名推選の方法で行います。 

 指名は、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、吉田哲也委員を委員長に指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがいまして、吉田哲也委員が委員長に当選されましたので、この場から告知い

たします。 

 ただいま委員長に当選されました、吉田哲也委員から委員長就任のご挨拶をお願い
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いたします。 

○１番（吉田哲也君） 

 就任に当たりまして一言ご挨拶申し上げます。 

 ただいまは皆様方のご推挙によりまして、決算特別委員長という大役をお受けする

こととなりました。もとより、経験もございませんが、皆様方のご協力を得まして一

生懸命努めさせていただきたいと思います。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 さて、平成２９年度の決算につきましては、「お茶の京都」ターゲットイヤーによ

る事業や前年度に引き続き、国の地方創生交付金事業などが盛り込まれた決算となり

ました。この２９年度の決算が３０年度にどのように生かされていくのかということ

も踏まえ、委員の皆様におかれましても活発な質疑を行っていただきたいと思います。 

 また、町長初め理事者の皆様方におかれましても、明快なる答弁をお願いいたしま

す。 

 ２日間、大変お世話になりますが、スムーズな審議になりますようお願い申し上げ

まして、就任に当たりまして、私のご挨拶とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○臨時委員長（竹内きみ代君） 

 委員長と交代いたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 それでは、副委員長の選挙を行います。 

 副委員長の選挙は、指名推選の方法により私から指定いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、副委員長に竹内きみ代委員を指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 
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 したがって、竹内きみ代委員が副委員長に当選されました。 

 竹内きみ代委員に、この旨、告知いたします。 

 これより議事に入ります。 

 本委員会に付託された認定第１号から認定第７号まで、平成２９年度和束町一般会

計歳入歳出決算認定について及び和束町各特別会計歳入歳出決算認定についてを一括

議題といたします。 

 提案理由については１１日の本会議で述べられましたので、最初に、平成２９年度

決算審査意見書について、監査委員である畑 武志委員より報告願います。 

○監査委員（畑 武志君） 

 それでは、改めまして、皆さん、おはようございます。 

 監査委員を代表いたしまして、平成２９年度決算審査意見書の報告をさせていただ

きます。 

 お手元に配付されています決算意見書を抜粋し、報告させていただきます。 

平成２９年度決算審査意見書 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定により、平成２９年度和

束町一般会計及び６特別会計の歳入歳出決算並びに基金の運用状況について審査した

ので、次のとおり意見書を付する。 

 平成３０年８月２４日 

                      和束町監査委員  藤 木 貞 嗣 

                         同     畑  武 志 

 １．審査の期日 

 平成３０年７月２７日、８月２日、８月９日、８月２４日、延べ４日間にわたり行

いました。 

 審査の対象は、平成２９年度和束町一般会計歳入歳出決算ほか６特別会計歳入歳出

決算及び基金運用状況として用品調達基金ほか貸付基金の運用状況を審査した。 
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 審査の手続について、この決算審査に当たっては、町長から提出された各会計歳入

歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調

並びに基金の運用状況調書について、計数に誤りはないか、財政運営は健全か、財産

管理は適正か、さらに、予算の執行に当たっては関係法令に従って効率的になされて

いるか等に主眼を置き、関係諸帳簿及び証拠書類と称号し、あわせて関係職員の説明

を求め、審査を実施した。 

 また、基金については、その設置目的に沿って適正に運用されているか、計数は正

確であるかなどを審査した。 

 審査の結果、審査に付された一般会計及び６特別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出

決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調は法令に準拠して作成

され、かつ正確に表示されているものと認める。 

 公有財産については、統一的な基準による財務４表を作成するに当たり、統一的な

基準へ移行するために、その基盤となる固定資産台帳を整備されている。 

 また、各調書の計数は、歳入歳出簿、その他関係諸帳簿と符合しており、各会計の

決算内容及び予算の執行についても適正に執行されているものと認める。 

 各会計及び基金の審査の結果及び意見は、次のとおりである。 

 一般会計。 

 決算の状況。 

 平成２９年度一般会計決算額は、下記のとおり歳入総額３２億６,３２８万２,００

０円、歳出総額３１億３,４６４万３,０００円で、前年度と比較すると歳入１２ .

８％、歳出１４.０％、それぞれ減額となった。 

 過去５年間の比較をつけております。 

 歳入では、主なものとして、前年度と比較して府支出金が１億２,８６８万４,００

０円増加したものの、国庫支出金が２億３,９０１万５,０００円、町債が２億７,６

４０万円それぞれ減少している。 
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 歳出では、農林業費が前年度と比較して１億２,２６４万４,０００円、教育費が６,

４６７万７,０００円、災害復旧費が１,６６２万７,０００円増加したものの、総務

費が３億７,４５９万２,０００円、土木費が１億２,２１８万３,０００円、消防費が

９,１７３万２,０００円、商工費が５,２４３万３,０００円それぞれ減少している。 

 歳入歳出の決算状況は、次のとおりです。 

 過去の５年間の比較をつけております。 

 実質収支額は１億５１万６,０００円の黒字となり、前年度より６８６万５,０００

円増加している。実質公債費比ついては１１.１％と、平成２５年度と比較すると５.

２ポイント低くなっており、安定している。 

 また、町債現在高は繰上償還を実施されているものの、平成２５年度と比較すると

１億５,０７７万５,０００円、４.４％増加している。 

 続いて、歳入の款別の決算状況は次のとおりです。 

 当年度の町税の決算状況を見ると、予算現額３億７,９９５万円に対し、調定額４

億１,９０４万５,０００円、収入済額は現年度分３億８,７０７万４,０００円と、滞

納繰越分７１８万９,０００円と、合わせて３億９,４２６万３,０００円で、前年度

より５７７万５,０００円、１.５％増加し、徴収率は９４.１％で、１.２ポイント好

転している。 

 町税の徴収率を府内１１町村と比較してみると、平成２８年度の現年度課税分につ

いては１.１ポイント下回っており、滞納繰越分についても５.９ポイント下回る低い

徴収率となっている。府内町村並みに徴収率のアップに努める必要がある。 

 住宅使用料の現年度分の収入済額は６６５万５,０００円で、前年度と比較して２

３万３,０００増加しているが、徴収率は７９.１％で、１.８ポイント悪化、過年度

分の収入済額は３１万７,０００円で、前年度と比較して７万５,０００円増加してい

る。徴収率は２.３％と依然低い徴収率となっている。 

 また、保育料の現年度分の収入済額は１,１２５万４,０００円で、前年度と比較し
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て５５万１,０００円減少しており、徴収率は９９.９％、過年度分の収入済額は１７

万２,０００円で、前年度と比較して１１万２,０００円増加しており、徴収率は３４.

４％で、３０.３ポイント好転している。 

 その他として、町税とともに重要な一般財源である地方交付税は、普通交付税、特

別交付税を合わせて、総額１６億３,０１７万３,０００円で、前年度と比較して４,

２８０万８,０００円、２.６％の減少となっている。 

 国庫支出金は、総額１億７,９４３万１,０００円で、和束山の家施設改修事業に伴

う地域再生戦略交付金が皆減したことや地方創生加速化交付金等の減少に伴い、前年

度と比較して２億３,９０１万５,０００円、５７.１％の減少となっている。 

 町債は、総額７億２,８９０万円で、前年度に実施した庁舎耐震改修事業や観光案

内所建設事業、町営住宅建設事業等の減少に伴い、前年度と比較して２億７,６４０

万円、４８.９％の減少となっている。 

 続いて、歳出を目的別に分類すると次のとおりであり、一覧表をつけております。 

 前年度と比較すると、衛生費は、下水道事業特別会計繰出金等により１,１８０万

４,０００円の増加、農林業費は、産地パワーアップ事業に伴い１億２,２６４万４,

０００円の増加、教育費は、和束小学校空調整備事業や小中学校内ＬＡＮ整備事業等

相楽東部広域連合負担金により６,４６７万７,０００円の増加、災害復旧費は、道

路・河川災害復旧事業等により１,６６２万７,０００円の増加となっている。 

 一方、議会費は、職員の人事異動に伴う人件費等に伴い１３９万１,０００円減少、

総務費は、庁舎改修事業、山の家施設改修事業に伴い３億７,４５９万２,０００円減

少、民生費は、人権ふれあいセンター耐震改修事業や臨時福祉給付金事業等に伴い５ ,

７１３万円減少、土木費は、町営住宅建設事業に伴い１億２,２１８万３,０００円減

少、消防費は、庁舎耐震補強事業等に伴い、９,１７３万２,０００円の減少となって

いる。 

 歳出を性質別に分類すると次のとおりである。 
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 一覧表をつけております。 

 続いて、特別会計ですが、湯船財産区特別会計決算状況は次のとおりであり、過去

５年間の比較をつけております。 

 決算額は、前年度と比較すると歳入が１５万８,０００円、歳出が６万２,０００円

減少した。 

 湯船財産区調整基金繰入金２５０万円が収入されることにより８０万８,０００円

の黒字となっているが、基金残高は５９７万１,０００円で、基金の枯渇が目前に迫

っているため、抜本的な改革を早急に実施する必要がある。 

 次に、国民健康保険特別会計では、最初に事業勘定の決算状況等は次のとおりであ

り、一覧表をつけております。 

 決算額は、歳入８億３,４１９万３,０００円、歳出７億８,１５１万６,０００円で、

歳入歳出差引額は５,２６７万７,０００円の黒字となっている。前年度と比較すると、

保険給付費が２,４３２万８,０００円、共同事業拠出金が１,０７５万４,０００円そ

れぞれ減少したため、歳入総額は３,３９２万２,０００円、歳出総額も３,６９５万

円の減少となっている。 

 一方、疾病予防費が１６８万円増加しており、財政調整基金に２,０００万円を積

み立てられている。 

 次に、国民健康保険税の徴収状況を医療費給付費分、後期高齢者支援金分、介護納

付金分それぞれ一覧表をつけております。 

 徴収率をそれぞれ前年度と比較すると１.７から２.０ポイント好転している。しか

し、平成２８年度国民健康保険税の徴収率を府内１１市町村と比較してみると、現年

度分が０.２ポイント、滞納繰越分は０.７ポイント下回る徴収率となっており、府内

町村並みに徴収率のアップに努める必要がある。 

 国保税、療養諸費及び高額療養費の比較の一覧表もつけております。 

 次に、直診診療施設勘定の決算状況は次のとおりであり、過去５年間の比較をつけ
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ております。 

 前年度と比較すると、歳入は、診療収入が５６５万８,０００円減少し、歳出にお

いて医療費が３００万４,０００円減少している。また、前年度からの繰越金１,０４

６万２,０００円が収入されたことにより、一般会計繰入金が前年度より３００万円

減少し、７００万円の繰入金となっている。 

 診療収入の徴収率は９９.９％で、現年度分の収入未済額はないが、過年度４,００

０円分の収入未済額がある。施設の老朽化が進んでいるため、総合保健福祉施設検討

委員会において、当該施設整備の調査及び審議を進めることになっている。 

 次に、簡易水道事業特別会計の決算状況は次のとおりであり、過去５年間の比較を

つけております。 

 前年度と比較すると、統合簡易水道事業に伴い歳入が１億２,７５７万３,０００円、

歳出が１億２,１６６万８,０００円それぞれ増加した。 

 水道使用料の徴収率は、現年度分で９８.３％、過年度分で４.５％となり、現年度

分は０.７ポイント好転したが、過年度分は０.７ポイント悪化している。 

 次に、下水道事業特別会計の決算状況は次のとおりであり、過去５年間の比較をつ

けております。 

 前年度と比較すると歳入が１,２６７万４,０００円、歳出が１,２４５万２,０００

円それぞれ増加した。 

 公債費が７００万２,０００円、主要線下の中央浄化センターの処理場管理費が５

８４万７,０００円増加したことなどに伴い、一般会計繰入金が１,６７５万３,００

０円増加している。 

 下水道分担金の徴収率は、現年度分で１００％であるが、過年度分でも０.０ポイ

ントとなっている。下水道の使用料の徴収率は、現年度分で９７.８％、過年度分で

２.７％となり、現年度分は０.２ポイント好転したが、過年度分は０.７ポイント悪

化している。 
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 次に、介護保険特別会計の決算状況ですが、保険事業勘定の決算状況は次のとおり

であり、過去５年間の比較をつけております。 

 前年度と比較すると、居宅介護サービス給付費が４,１８６万８,０００円増加した

ことなどにより、歳入が３,９７３万５,０００円、歳出が２,８７４万６,０００円そ

れぞれ増加した。 

 基金積立金は１,０００万円減少している。 

 介護保険料の徴収率は、現年度分では９８.９％、過年度分では１９.３％となって

おり、現年度分０.１ポイント、過年度分でも１.４ポイントそれぞれ悪化している。 

 介護サービス事業勘定の決算状況は次のとおりであり、過去５年間の比較をつけて

おります。 

 前年度と比較すると、居宅介護支援事業費が２２万７,０００円増加したことによ

りサービス収入が１９万３,０００円増加している。また、職員の人事異動等により、

一般管理費で３５万７,０００円減少したため、一般会計繰入金が１４万６,０００円

減少している。年々高齢化が進む中、高齢者が自立した生活を送るためには、介護予

防事業の充実が重要となる。 

 次に、後期高齢者医療特別会計の決算状況は次のとおりである。 

 過去５年間の比較をつけております。 

 決算額については、歳入歳出とも毎年増加にあり、後期高齢者医療保険料の徴収率

は、現年度分で９９.３％、過年度分で８.３％となり、現年度分は０.５ポイント、

過年度分は４.３ポイントそれぞれ悪化している。後期高齢者医療においても、年々、

高齢者がふえると同時に、医療費も増加してくる。平成２０年４月より広域連合で運

営しているが、高齢者が将来にわたり安心して医療が受けられるよう同制度の安定的

な運営を期待する。 

 次に、基金の運用状況ですが、用品調達基金、暮らしの資金貸付基金、高額医療費

つなぎ資金貸付基金、国民保険出産費貸付基金、四つの基金の運用状況についてそれ



― 10 ― 

ぞれのせております。 

 このうち高額医療費つなぎ資金貸付基金と国民健康保険出産費貸付基金については、

いずれも近年利用されていないため、平成３０年３月３１日をもって条例を廃止され

た。 

 次に、総括として、平成２９年度一般会計及び６特別会計の決算規模は次のとおり

である。 

 決算額を前年度と比較すると、歳入決算額は３億３,１３９万円、歳出決算額は３

億８,４４７万１,０００円それぞれ減少している。第８表を参照してください。 

 決算収支は、一般会計及び６特別会計合わせて、歳入差引額形式収支決算収支は、

一般会計及び６特別会計合わせて、歳入差引（形式収支額）は、２億３,３２１万８,

０００円、形式収支額から繰り越し事業に必要な金額を除いた実質収支額は２億５０

９万５,０００円、また、実質収支額から前年度の実質収支額を差し引いた単年度収

支額は２,５１１万８,０００円のそれぞれ黒字となった。決算収支の差し引いた前年

度収支額は２,５１１万８,０００円それぞれ黒字となった。 

 決算収支の対前年度比の比較は、次のとおりである。 

 予算執行状況で歳入は予算現額５６億３,９５４万４,０００円に対し、決算額は５

６億２,１６２万５,０００円で、収入率は９９.７％となっている。歳出は、決算額

が５３億８,８４０万７,０００円で、執行率は９５％となっている。 

 会計別執行状況は次のとおりであり、一覧表をつけております。 

 次に、財政状況について。 

 平成２９年度の決算の主な財政指標は第１表、第２表のとおりであり、財政構造の

弾力性や健全性を示す経常収支比率は９４.４％で、前年度の８５％より６.０ポイン

ト悪化している。その要因としては、下水道事業特別会計繰出金への繰り出し基準の

見直しと地方交付税の減少が影響している。 

 財政力指数は０.２０７へと若干好転しているものの、依存性の硬直化が見受けら
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れる。実質公債費比率（３カ年平均）は、前年度と比較０.４ポイントの減の１１.

１％となり、平成１８年度に策定した公債費負担適正化計画に基づき、１８％以下に

抑えられるよう安定しているが、標準財政規模の増加が見込めない中で、平成２５年

度と比較する、町債現在高が増加傾向にあることから、起債発行が抑制されるよう努

める必要がある。 

 次に、財源の確保と事業の執行についてで、一般会計と特別会計の収入未済額の合

計額は、第６表のとおり１億２５９万９,０００円となっており、前年度と比較して

減少しているものの、町財政の運営及び税との公平性の確保にとって極めて重要な問

題である。 

 年々増加する滞納のうち死亡及び居所不明等の理由によるものについては、不納欠

損処理を実施されてはいるが、第７表のとおり、平成２９年度については不納欠損額

が町税３６８万５,０００円、国民健康保険特別会計（事業勘定）では３４０万６,０

００円、介護保険特別会計４５万７,０００円の合計７５４万８,０００円で、生活困

窮や居所不明等の件数増により、前年度と比較すると１１６万９ ,０００円（１８.

３％）増加している。 

 特に、住宅・水道・下水道使用料の未収金が年々増加していることは応益負担の原

則に反することであり、平成３１年度に実施される消費税１０％の転化とあわせて町

料金が改定された場合、滞納額がふえることのないよう、平成３０年度中に徹底して

徴収強化に努められるとともに、いま一度、応益負担の原則と納付義務の意識向上に

図られたい。 

 また、悪質滞納者に対する住宅の明け渡しや給水停止処分等、町条例に基づき適切

な対応を早期に講じられたい。 

 また、平成２９年度３月分の上下水道料金の口座引き落としに係る事務について、

あらかじめ指定されている収納期日に引き落としができなかった事案が発生した。今

後そのようなことが起こらないよう、事務の適正化に努められたい。 
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 次に、基金管理等について。 

 「農産業新技術開発銀行」基金は平成元年に設けられた基金で、新しい和束農業を

目指し、農業の新技術開発研究に意欲的な農業団体等に施設設置導入に必要な資金の

一部を貸し付けることを目的として設置されている。平成１９年１２月の償還をもっ

て基金の動きが見られないため、今後のまちづくりに向けて基金を有効活用されると

ともに、農業団体等に対して啓蒙・啓発されたい。 

 農業共済事業振興基金は、農業共済に関する事業を円滑・効率的に運用するため昭

和６２年に設けられた基金であるが、今後も基金の活用が見込まれない場合は基金の

整理をされたい。 

 アグリビジネス株式会社の株式１８０万円は、会社の実態がなく、資産価値が疑わ

しいので、取り扱いについても検討する必要がある。 

 暮らしの資金貸付基金や生活更生資金償還金等について、借受金の現状把握と死亡

されている場合は、相続人の確認など継続調査が必要である。滞納整理に当たり、入

念に事務を進められるとともに、弁護士を介して速やかに処理をされたい。 

 終わりに、厳しい経済状況が続く中、普通交付税や臨時財政対策債発行可能額が５

年間で約６,２００万円減少し、標準財政規模が縮小している。今年度の決算は全会

計とも黒字決算となったものの、財政の指標である経常収支比率が９４.４％と、財

政状況は硬直化しつつある。こうした状況の中で、将来の財政状況を見越し、さらな

る歳入の確保に努められるとともに、行財政改革等による歳出削減を図り、適切な財

政運営を図られたい。 

 最後に、財政状況は厳しくなっているが、平成２９年度に実施された「お茶の京

都」ターゲットイヤーにより、和束町の知名度や和束茶のブランド力がアップしつつ

ある今日、一過性に終わることなく、継続したまちづくりを住民とともに進めていか

れるよう期待し、平成２９年度の決算審査の意見とする。 

 また、第１表 財政構造に関する調から第８表 一般会計・６特別会計歳入歳出決
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算事項の前年度対比をつけております。お目通しいただきますよう、よろしくお願い

いたします。 

 以上で、報告を終わります。 

○委員長（吉田哲也君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午前１０時３０分まで休憩といたします。 

休憩（午前１０時１５分～午前１０時３０分） 

○委員長（吉田哲也君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 説明を続けます。 

 続きまして、副町長から、順次、議案についての説明を求めます。 

 なお、説明に当たっては、決算書は款のみの数字にとどめ、決算事項別明細書につ

いては特に重要なもののみとし、簡単明瞭に説明願います。 

 それでは、副町長から順次説明願います。 

○副町長（奥田 右君） 

 よろしくお願いいたします。 

 それでは、私のほうから、主な施策の成果の説明書をごらんいただきたいと思いま

す。これに基づきまして朗読させていただきたいと思います。 

 地方自治法第２３３条第５項の規定に基づき、平成２９年度決算に係る会計年度の

各部門における主な施策の成果を説明する書類を次のとおり提出する。 

                          平 成 ３ ０ 年 ９ 月 １ １ 日 

                          和束町長  堀  忠雄 

 １．総括 

 西日本に甚大な被害をもたらした平成最悪の西日本豪雨を初め大阪北部地震やダブ

ル台風など、全国各地で異常気象による災害が発生しており、防災と減災に対する迅

速な対応が求められているところであります。 



― 14 ― 

 そうした中、本町におきましても大規模災害等を想定した非常時における優先業務

の選定と災害対応能力の向上に向けた和束町業務継続計画の策定や自主防災組織の編

成等減災対策と消防力の強化に努めてまいりました。 

 また、国においては経済成長の成果を全国津々浦々まで浸透させるため、国土強靱

化に関する取り組みと地方創生の実現に向けた調和のある地域づくりを推進される中

で、平成２９年度においては、京都府並びに山城１２市町村がお茶にかかわる文化・

景観・生活・産業等の保全・継承・発展を通じた持続可能な地域振興を「お茶の京

都」というキーワードのもとで全国に向けて大きくアピールし、本町におきましても、

茶畑を望みながら和束茶を楽しむ茶畑ハウスの設置や茶源郷まつりの開催等により、

住民の皆様方のご協力を得ながら、和束町第４次総合計画の目標である交流人口を拡

大することができました。 

 一方、少子・高齢化に伴う人口減少等により、歳入の根幹となる地方交付税が減少

し財政運営は厳しい状況でありましたが、限られた財源を有効活用し、簡易水道統合

整備事業、有害鳥獣対策、和束小学校空調設備事業、府道宇治木屋線トンネル化の完

成を見据えた和束運動公園駐車場等周辺整備事業、多様な働き方の推進と雇用創出に

向けたサテライトオフィス整備事業、地域経済の好循環に向けた地域未来投資促進法

に基づく基本計画の策定等、住民生活の安心・安全の確保に向けたまちづくり事業と

時代のニーズに対応した施策を積極的に進めてまいりました。 

 また、地方創生３年目として、農家民泊の受け入れ、地域住民出資による新たなま

ちづくり会社の設立、企業のまちづくりへの参画が芽生え始めた１年となり、京都

府・星野リゾートとのパートナーシップ協定の締結は、茶源郷和束の魅力発信と今後

のまちづくりに大きな期待が膨らむものとなりました。 

 以上、活力と交流の茶源郷和束の実現に向け各種事業に取り組んだ結果、平成２９

年度一般会計ほか６特別会計の決算額は、歳入５６億２,１６２万５,０００円、歳出

５３億８,８４０万７,０００円、歳入歳出差引額２億３,３２１万８,０００円となり、
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翌年度へ繰り越すべき財源２,８１２万３,０００円を控除した実質収支額も２億５０

９万５,０００円の黒字となりました。 

 めくっていただきまして、２．歳入の概要。 

 一般会計の歳入総額の対前年度比は、△４億７,７１９万６,０００円（△１２.

８％）の減額となりました。 

 歳入の内訳について、前年度と比較すると、主なものをご紹介させていただきます。 

 町税で５７７万５,０００円の増ということで、これは法人税割の増加が主な原因

でございます。 

 ちょっと飛ばさせていただきまして、地方交付税△４,２８０万８,０００円の減と

いうことになっております。これは普通交付税、特別交付税ともに合わせましてマイ

ナスとなっております。 

 あと、国庫支出金でございます。△２億３,９０１万５,０００円の減ということで、

これにつきましては、小学校改修に伴う地方再生戦略交付金、また、地方創成の加速

化交付金の減少が主な要因となっております。 

 次に、府支出金でございます。１億２,８６８万４,０００円の増ということで、こ

れは産地アップ事業の増が主な要因でございます。 

 一番下の町債でございます。△２億７,６４０万円の減ということで、これにつき

ましては、庁舎の耐震改修事業、また観光案内所、また町営住宅建設事業のハード事

業の減少が主な要因でございます。 

 その下の歳入の構成比率ですけれども、主なものとしまして、地方交付税が５０.

０％、次に、町税のほうが１２.１％、府支出金のほうが１０.４％でございます。 

 一番下で、歳入の予算総額に対する収納率でございますけれども、９７.２％とな

っております。 

 次に、３番目の歳出の概要でございます。 

 一般会計歳出総額の対前年度比は△５億１,２０２万４,０００円（△１４.０％）
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の減額となりました。 

 歳出の内訳について前年度比較しますと、これも主なものを紹介させていただきま

す。 

 総務費で３億７,４５９万２,０００円の減ということで、これにつきましては、先

ほども触れましたけれども、庁舎及び山の家のハード事業の減が主な要因でございま

す。 

 次に、農林業費１億２,２６４万４,０００円の増ということで、これにつきまして

も、先ほども触れましたけれども、産地パワーアップ事業によるものでございます。 

 次に、土木費でございます。△１億２,２１８万３,０００円の減ということで、こ

れは住宅建設事業費の減が主な要因でございます。 

 次に、教育費でございます。６,４６７万７,０００円の増ということで、これにつ

きましては、小学校の空調関係、あと、小中学校のＬＡＮの事業が主な要因でござい

ます。 

 その下の歳出の構成比率でございます。 

 主なものとしまして、民生費で２１ .７％、総務費で２０.６％、衛生費で１３ .

４％、公債費で１２.３％が主な構成比率でございます。 

 一番下でございます。歳出の予算総額に対する執行比率でございます。９３.４％

となっております。 

 次に、めくっていただきまして、特別会計でございます。 

 ６特別会計の平成２９年度の決算総額につきましては、歳入２３億５,８３４万３,

０００円、歳出２２億５,３７６万４,０００円で、前年度と比較すると、歳入では１

億４,５８０万６,０００円、６.６％の増、歳出では１億２,７５５万３,０００円、

６.０％の増となっております。 

 主なものとして説明させていただきますと、国民健康保険特別会計の事業勘定では、

実質収支額で５,２６７万７,０００円の黒となっております。これにつきましては、
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保険給付費並びに保険給付費で△２,４３２万８,０００円、また、共同事業の拠出金

が△１,０７５万４,０００円と、前年度と比べましてこんだけ減っておりますのが主

な要因でございます。 

 単年度収支につきましても、３０２万８,０００円の黒となっております。 

 直診勘定につきましては、実質収支額が８７９万７,０００円の黒となっておりま

す。これにつきましては、１,０００万円余りの前年度の繰越金がございます。それ

を充ててる関係でございます。 

 ただ、単年度収支額では、△１６６万５,０００円の赤となっております。 

 また、その下の簡易水道事業特別会計ですけれども、実質収支のほうでは１,３４

８万９,０００円の黒ということになっております。 

 これの要因につきましては、消費税の還付が７９１万３,９００円ございました。

これが主な黒の要因でございます。 

 単年度収支額につきましても５９０万５,０００円の黒ということになっておりま

す。 

 飛ばさせていただきまして介護保険特別会計ですけれども、保険事業勘定の実質収

支で２,５８７万４,０００円の黒となっております。これにつきましては、３０年度

におきまして、国・府への返還金が生まれてまいりますので、その関係もございまし

た、実質収支額ではもうちょっと減ってくると思います。 

 単年度収支額につきましては１,０９８万９,０００円の黒という形になっておりま

す。 

 以上が特別会計の内容でございます。 

 次に、次ページでございます。 

 主な施策ということで、これは第４次総合計画の基本計画の六つの協働プログラム

によって予算編成をしておりますので、それに基づく各プログラムの決算内容となっ

ております。 
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 「ずっと暮らしたい活力と交流の茶源郷 和束」を目指し、平成２９年度において

は次の事業を行いました。 

 まず、１番目のプログラムでございます。和束を担う次世代の人づくり協働プログ

ラム、決算額につきましては４億３,８５８万３,０００円となっております。 

 その中の子育て支援でございます。１億８,９９９万９,０００円。 

 中身といいますと、保育所の運営事業が８,８３５万５,０００円、また、児童手当

給付事業で４,０２３万２,０００円、新たに２９年度に行ったすこやかエンジェル金

の積み立てを行っております。これが１,７７０万円となっております。あと、子育

て支援センター事業で１,４８１万５,０００円、これが主な内容となっております。 

 次ページをめくっていただきまして、次に、学校教育・社会教育スポーツ・歴史文

化で２億４,８５８万４,０００円の決算となっております。 

 主なものとしましては、相楽東部広域連合負担金、これは教育のほうでございます。

２億３,６８５万３,０００円が主な内容となっております。 

 次に、２番目のプログラムでございます。住民が支えあう安心と信頼の協働プログ

ラムということで４億５,５０５万円の決算となっております。 

 主なものとしまして、まず、人権尊重の関係で３,７０２万８,０００円。中身とし

ましては、人権ふれあいセンター運営事業で２,６９８万５,０００円が主な内容とな

っております。 

 次に、保健・医療でございます。９,６９３万７,０００円の決算となっております。 

 主な内容としましては、国民健康保険特別会計事業勘定繰出金で４,２８５万５,０

００円、あと山城病院組合負担金ですけれども、３,０１７万７,０００円が主なもの

となっております。 

 次に、次ページをお願いします。 

 高齢者・障がい者支援事業でございます。これにつきましては２億８,４４５万７,

０００円の決算となっております。 
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 主な内容としましては、介護保険特別会計保険事業勘定繰出金で８,２１５万１,０

００円、また、障害者自立支援給付事業で８,１５９万３,０００円、あと、後期高齢

者医療事業でございます。８,０２６万１,０００円が主な内容となっております。 

 次に、下の地域福祉でございます。３,２１１万４,０００円。 

 主な内容としましては、社協職員設置事業で１,６９１万５,０００円、また、福祉

医療の障害者のほうの事業ですけれども、８４０万３,０００円が主な内容となって

おります。 

 次ページをお願いいたします。 

 次に、地域安全でございます。４５１万４,０００円。 

 これは交通安全対策事業で同額決算をしております。 

 次に、三つ目の協働プログラムでございます。安全で快適な暮らしを実感できる協

働プログラムで１億８,６７８万２,０００円でございます。 

 主なものとしまして、まず、道路で９,８１５万７,０００円の決算となっておりま

す。 

 主なものとしまして、門前橋整備事業で３,８２６万円、また、橋りょう長寿命化

修繕事業で２,９２３万６,０００円、あと、道路維持の修繕の関係で２,０５５万９,

０００円が主な内容となっております。 

 次に、公共交通でございます。３,３９０万２,０００円。 

 主なものとしましては、路線バスの運行維持補助事業で３,３２１万３,０００円が

主な内容となっております。 

 ただ、その下の地域でつくり支える公共システム事業、これは新たに２９年度決算

で入っております。５８万３,０００円が新たに入っております。 

 次に、次ページの住宅でございます。２,０６７万６,０００円。 

 主なものとしましては、共同浴場運営事業で１,１５７万２,０００円が主な内容と

なっております。 
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 後、公園と緑地でございます。３,４０４万７,０００円。 

 主なものとしましては、和束運動公園駐車場等周辺整備事業、これは新規でござい

ます。２９年度新たに出ております。３,００４万７,０００円が主なものとなってお

ります。 

 次のプログラムでございます。自然を守りともに暮らす協働プログラムで５億４,

３５６万６,０００円ということで、防災のほうで１億９,９５１万８,０００円、決

算となっております。 

 主なものとしまして、相楽中部消防組合負担金で１億５,４２８万円、また、非常

備消防のほうで３,１４６万９,０００円、その下の和束町業務継続計画策定業務事業

ですが、これは新規でございます。５４９万７,０００円が主な内容となっておりま

す。 

 一番下ですけれども、防火水槽設置測量設計業務委託事業２１８万２,０００円、

これも新規で、２９年度の決算となっております。 

 次ページをお願いいたします。 

 次に、上下水道の関係で１億地３９７万３,０００円、決算となっております。 

 主なものとしまして、下水道事業特別会計繰出金です。１億３,８４９万３,０００

円が主なものとなっております。 

 次に、森林保全・治山・治水のほうでございます。５３５万８,０００円の決算と

なっております。 

 主なものとしましては、松くい虫防除事業３８５万８,０００円、これが主な内容

となっております。 

 次に、環境・循環資源・エネルギーの関係でございます。１億５,４７１万７,００

０円の決算となっております。 

 主なものとしましては、東部塵芥処理費１億１,７０７万円が主なものとなってお

ります。 



― 21 ― 

 次のプログラムでございます。和束のブランドを高める協働プログラム２億８,６

６８万３,０００でございます。中身としましては、農林業で１億９,１５４万４,０

００円ということで、まず、産地パワーアップ事業、これもさっき触れておりました

が、これは新規でございます。２９年度で出ております。１億４,４３８万１,０００

円。 

 あと、次ページの和束茶を活かした新産業創出事業１,６３１万１,０００円、それ

と、新規としまして、（仮）「お茶の駅和束」調査設計業務委託事業２７５万４,０

００円は新規となっております。 

 次に、商工業でございます。１,６４２万５,０００円となっております。 

 主なものとしましては、和束町雇用促進協議会事業負担金で１,０８２万５,０００

円が主なものとなっております。 

 次に、次ページをお願いいたします。 

 これより交流産業でございます。６,４０２万５,０００円。 

 主なものとしましては、「茶源郷和束」茶畑を活かした観光地域づくり事業、これ

はゴルフカートの件でございます。１,０６６万円。 

 また、その下の広域観光推進業務委託事業として９９９万５,０００円。 

 あと、茶源郷和束スポーツ聖地化づくり事業として９２６万７,０００円となって

おります。 

 あと、新規では、その下の茶畑ハウス ｉｎ 和束企画設置運営事業費７２４万７,

０００円、その下の湯船マウンテンバイクコース測量設計業務委託料７２３万３,０

００、その下のお茶の京都支援事業の関係で７１３万３,０００円、ここら辺が新規

事業となっております。 

 その下の新たな産業創出の関係でございます。１,４６８万９,０００円でございま

す。 

 主なものとして、スマートワーク・イン・レジデンス事業１,３１８万９,０００円、
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これは新規でございます。これが主なものとなっております。 

 次に、住民参画まちづくりのほうで１,７５７万９,０００円の決算となっておりま

す。 

 主なものとしましては、地域おこし協力隊まちづくり事業で８２７万２,０００円、

また、その下の湯船地区活性化対策事業の関係、これは新規でございます。５６６万

６,０００円が新たに決算と入っております。 

 次に、情報公開でございます。６７４万１,０００円。 

 これにつきまして、主なものは、茶源郷行政情報配信システム維持管理事業でござ

います。同額でございます。 

 次に、行財政・地域経営の関係でございます。２億１３５万４,０００円でござい

ます。 

 主なものとしましては、地方債繰上償還事業で７,６０９万４,０００円、また、財

調の積み立てのほうで４,６８６万９,０００円、電子計算費のほうで３,９９８万４,

０００円、減債基金積立のほうで２,４３７万７,０００円が主な内容となっておりま

す。 

 最後に、広域行政のほうです。２,９５３万１,０００円。 

 主なものとしては、相楽東部広域連合負担金のほうで２,１８５万２,０００円とな

っております。 

 この中で新規は一番下の相楽東部未来づくりセンター事業に２１万３,０００円決

算しております。これが主な内容となっております。 

 以上が、平成２９年度における主な施策でございます。 

 次ページに平成２９年度の各会計別の歳入歳出決算額がつけております。また、お

目通しのほどいただきたいと思います。 

 私のほうからは以上でございます。 

○委員長（吉田哲也君） 
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 会計課長。 

○会計管理者兼会計課長（瀧村幸代君） 

 それでは、私のほうから、平成２９年度の一般会計並びに各特別会計についてご説

明申し上げます。 

 議案書の認定第１号をお願いいたします。 

  認定第１号 

平成２９年度和束町一般会計歳入歳出決算認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度和束町一般会計歳入歳出

決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成３０年９月１１日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１ページ、２ページをお願いいたします。 

 平成２９年度和束町一般会計歳入歳出決算書。 

 歳入。 

 款、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額の順に、朗読により説

明させていただきます。 

 １款町税、３億７,９９５万円、４億１,９０４万４,７８７円、３億９,４２６万３,

０８７円、３６８万５,４４２円、２,１０９万６,２５８円。 

 ２款地方譲与税、２,７４３万６,０００円、調定額・収入済額同額となっておりま

す。０円、０円。 

 ３款利子割交付金、７１万１,０００円、調定額・収入済額同額となっております。

０円、０円。 

 ４款配当割交付金、２６４万８,０００円、調定額・収入済額同額となっておりま

す。０円、０円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、２６１万７,０００円、調定額・収入済額同額とな
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っております。０円、０円。 

 ６款地方消費税交付金、６,００５万３,０００円、調定額・収入済額同額となって

おります。０円、０円。 

 ７款ゴルフ場利用税交付金、１,０３７万７,０００円、１,０３７万７,２６０円、

収入済額同額となっております。０円、０円。 

 ８款自動車取得税交付金、１,１２４万１,０００円、調定額・収入済額同額となっ

ております。０円、０円。 

 ９款地方特例交付金、４０万円、調定額・収入済額同額となっております。０円、

０円。 

 めくっていただきまして、１０款地方交付税、１６億１,８８３万４,０００円、１

６億３,０１７万３,０００円、収入済額同額となっております。０円、０円。 

 １１款交通安全対策特別交付金、全て０円となっております。 

 １２款分担金及び負担金、７,２９６万９,０００円、７,３２７万１,６６７円、７,

２８８万４,５７９円、０円、３８万７,０８８円。 

 １３款使用料及び手数料、２,８４６万８,０００円、４,４５７万４,２２３円、２,

８５８万３,６１０円、０円、１,５９９万６１３円。 

 １４款国庫支出金、２億１,６２２万８,０００円、１億７,９４３万９３９円、収

入済額同額となっております。０円、０円。 

 １５款府支出金、３億６,２５０万３,０００円、３億４,０３５万３,７７９円、収

入済額同額となっております。０円、０円。 

 １６款財産収入、２６万５,０００円、２６万９１８円、収入済額同額となってお

ります。０円、０円。 

 １７款寄付金、８６万７,０００円、調定額・収入済額同額となっております。０

円、０円。 

 １８款繰入金、７,７９０万２,０００円、７,７９０万１,６７２円、収入済額同額
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でございます。０円、０円。 

 めくっていただきまして、１９款繰越金、９,３８１万１,０００円、９,３８１万

１,１５１円、収入済額同額となっております。０円、０円。 

 ２０款諸収入、３,８８７万９,０００円、４,７３１万３,８５９円、４,０３６万

８,９８０円、０円、６９４万４,８７９円。 

 ２１款町債、３億５,０４０万円、２億８,８９０万円、収入済額同額となっており

ます。０円、０円。 

 歳入合計、予算現額３３億５,６５５万９,０００円、調定額３３億１,１３８万６,

２５５円、収入済額３２億６,３２８万１,９７５円、不納欠損額３６８万５,４４２

円、収入未済額４,４４１万８,８３８円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に、朗読により説明させてい

ただきます。 

 １款議会費、５,６２３万３,０００円、５,４３２万５,３９５円、０円、１９０万

７,６０５円。 

 ２款総務費６億７,１８７万円、６億４,５０５万６,８２４円、１,７９５万２,０

００万円、８８６万１,１７６円。 

 ３款民生費、６億９,７４４万３,０００円、６億７,９１７万９,５２６円、０円、

１,８２６万３,４７４円。 

 ４款衛生費、４億２,５６８万６,０００円、４億１,９８７万７,０６８円、０円、

５８０万８,９３２円。 

 ５款農林業費、２億７,６０５万７,０００円、２億６,７６０万２,００７円、４５

０万円、３９５万４,９９３円。 

 ６款商工費、７,７２６万８,０００円、７,５２６万１,４６１円、０円、６,５３

９円。 
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 ７款土木費、２億１,０１０万１,０００円、１億４,８５１万８,１２１円、４,８

４３万８,０００円、１,３１４万４,８７９円。 

 めくっていただきまして、８款消防費、２億４０１万５,０００円、２億２３４万

７,４１７円、０円、１６６万７,５８３円。 

 ９款教育費、２億６,０９７万１,０００円、２億３,６８５万３,０００円、０円、

２,４１１万８,０００円。 

 １０款災害復旧費、８,８７０万２,０００円、１,９０７万８,０２７円、６,９５

０円、１２万３,９７３円。 

 １１款公債費、３億８,７４５万５,０００円、３億８,６５３万６,９８５円、０円、

９１万８,０１５円。 

 １２款諸支出金、７,０００円、６,６９９円、０円、３０１円。 

 １３款予備費、７５万１,０００円、０円、０円、７５万１,０００円。 

 歳出合計、予算現額３３億５,６５５万９,０００円、支出済額３１億３,４６４万

２,５３０円、翌年度繰越額１億４,０３９万円、不用額８,１５２万６,４７０円。 

 歳入歳出差引残額１億２,８６３万９,４４５円。 

 平成３０年９月１１日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第２号をご説明申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいたします。 

  認定第２号 

      平成２９年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算認定 

      について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度和束町湯船財産区特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成３０年９月１１日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 
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 決算書の１１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 平成２９年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算。 

 特別会計につきましても、一般会計と同様にご説明申し上げます。 

 歳入でございます。 

 １款財産収入、１,０００円、１３４万３３円、収入済額同額となっております。

０円、０円。 

 ３款繰入金、６３２万９,０００円、２５０万円、収入済額同額となっております。

０円、０円。 

 ４款繰越金、５０万円、９０万３,４９５円、収入済額同額となっております。０

円、０円。 

 ５款諸収入、５５万円、６６万２,３５８円、収入済額同額となっております。０

円、０円。 

 ６款寄付金、１３０万円、１２０万円、収入済額同額となっております。０円、０

円。 

 歳入合計、予算現額８６８万円、調定額６６０万５,８８６円、収入済額６６０万

５,８８６円、不納欠損額・収入未済額ともに０円となっております。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款管理会費、２２万８,０００円、１万５,０００円、０円、２１万３,０００円。 

 ２款総務費、８２５万２,０００円、５７８万３,３０１円、０円、２４６万８,６

９９円。 

 ４款予備費、２０万円、０円、０円、２０万円。 

 歳出合計、予算現額８６８万円、支出済額５７９万８,３０１円、翌年度繰越額０

円、不用額２８８万１,６９９円。 

 歳入歳出差引残額８０万７,５８５円。 

 平成３０年９月１１日提出、和束町長 堀忠雄。 
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 続きまして、認定第３号をご説明申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいたします。 

  認定第３号 

      平成２９年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認 

      定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度和束町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成３０年９月１１日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 平成２９年度和束町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款国民健康保険税、１億３,８６２万４,０００円、１億８,６０２万４,８３０円、

１億５,８２１万８０１円、３４０万５,５５８円、２,４４０万８,４７１円。 

 ２款使用料及び手数料、９万４,０００円、１０万５００円、収入済額同額となっ

ております。０円、０円。 

 ３款国庫支出金、１億５,１８２万５,０００円、１億６,００７万９６３円、収入

済額同額となっております。０円、０円。 

 ４款療養給付費交付金、６３０万１,０００円、７４５万３,３７５円、収入済額同

額となっております。０円、０円。 

 ５款前期高齢者交付金、１億９,５１８万６,０００円、１億９,５１８万６,８７０

円、収入済額同額となっております。０円、０円。 

 ６款府支出金、５,７３４万８,０００円、５,７４２万７３４円、収入済額同額と

なっております。０円、０円。 

 ７款共同事業交付金、１億５,８４７万５,０００円、１億６,１５４万９,７６３円、
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収入済額同額となっております。０円、０円。 

 ８款財産収入、２,０００円、１２８円、入済額同額となっております。０円、０

円。 

 ９款繰入金、４,３５７万６,０００円、４,３５７万５,３４０円、収入済額同額と

なっております。０円、０円。 

 １０款繰越金、３,５１９万円、４,９６４万９,２６２円、収入済額同額となって

おります。０円、０円。 

 １１款諸収入、１０万４,０００円、９７万９,５６３円、９７万５,３９１円、０

円、４,１７２円。 

 めくっていただきまして、歳入合計、予算現額７億８,６７２万５,０００円、調定

額８億６,２０１万１,３２８円、収入済額８億３,４１９万３,１２７円、不納欠損額

３４０万５,５５８円、収入未済額２,４４１万２,６４３円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、２,３６７万円、２,３３７万６６８円、０円、２９万９,３３２円。 

 ２款保険給付費、４億５,６３９万６,０００円、４億５,６２７万９,２５０円、０

円、１１万６,７５０円。 

 ３款後期高齢者支援金等、８,３０８万７,０００円、８,３０８万２,７３３円、０

円、４,２６７円。 

 ４款前期高齢者給付金等、３１万４,０００万円、３０万９,２９１円、０円、４,

７０９円。 

 ５款老人保健拠出金、５,０００円、１,８３２円、０円、３,１６８円。 

 ６款介護納付金、３,２６４万９,０００円、３,２６４万８,１０２円、０円、８９

８円。 

 ７款共同事業拠出金、１億７,０２４万８,０００円、１億７,０２４万６,２２８円、

０円、１,７７２円。 
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 ８款保健施設費、１,１２３万１,０００円、１,１０７万１,３４８円、０円、１５

万９,６５２円。 

 めくっていただきまして、９款公債費、４０３万円、４００万円、０円、３万円。 

 １０款諸支出金、５１万１,０００円、５０万６,４０２円、０円、４,５９８円。 

 １１款予備費、４５８万４,０００円、０円、０円、４５８万４,０００円。 

 歳出合計、予算現額７億８,６７２万５,０００円、支出済額７億８,１５１万５,８

５４円、翌年度繰越額０円、不用額５２０万９,１４６円。 

 歳入歳出差引残額５,２６７万７,２７３円。 

 平成３０年９月１１日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 めくっていただきまして、歳入でございます。 

 平成２９年度和束町国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）歳入歳出決算。 

 １款診療収入、６,７５１万３,０００円、６,８０９万８０８円、６,８０８万６,

７６８円、０円、４,０４０円。 

 ２款使用料及び手数料、３７万円、４０万３,３８０円、収入済額同額となってお

ります。０円、０円。 

 ５款繰越金、１,０４６万円、１,０４６万２,１４３円、収入済額同額となってお

ります。０円、０円。 

 ６款繰入金、７００万円、調定額・収入済額同額となっております。０円、０円。 

 ７款財産収入、１,０００円、１４円、収入済額同額となっております。０円、０

円。 

 ８款諸収入、７９９万４,０００円、７６７万７,９４９円、収入済額同額となって

おります。０円、０円。 

 歳入合計、予算現額９,３３３万８,０００円、調定額９,３６３万４,２９４円、収

入済額９,３６３万２５４円、不納欠損額０円、収入未済額４,０４０円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 
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 １款総務費、５,４１２万２,０００円、５,１４９万８６５円、０円、２６３万１,

１３５円。 

 ２款医業費、３,９２１万６,０００円、３,３３４万２,７３０円、０円、５８７万

３,２７０円。 

 ３款公債費、全て０円となっております。 

 ５款予備費も全て０円となっております。 

 歳出合計、予算現額９,３３３万８,０００円、支出済額８,４８３万３,５９５円、

翌年度繰越額０円、不用額８５０万４,４０５円。 

 歳入歳出差引残額８７９万６,６５９円。 

 平成３０年９月１１日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第４号をご説明申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいたします。 

  認定第４号 

      平成２９年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認 

      定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度和束町簡易水道事業特別

会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成３０年９月１１日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の２７ページ、２８ページをお願いいたします。 

 平成２９年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款使用料及び手数料、７,６７４万８,０００円、９,７０９万８,７８４円、８,

０８０万２,２５６円、０円、１,６２９万６,５２８円。 

 ２款分担金及び負担金、１８８万８,０００円、１００万９,７４９円、収入済額同
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額となっております。０円、０円。 

 ３款国庫支出金、１億８３６万円、調定額・収入済額同額となっております。０円、

０円。 

 ５款繰入金、４,５４８万円、調定額・収入済額同額となっております。０円、０

円。 

 ６款繰越金、４３６万７,０００円、７５８万４,２９９円、収入済額同額となって

おります。０円、０円。 

 ７款諸収入、６５５万７,０００円、１,３４３万８,２５１円、８１９万５２３円、

０円、５２４万７,７２８円。 

 ８款町債、２億７,７７０万円、調定額・収入済額同額となっております。０円、

０円。 

 歳入合計、予算現額５億２,１１０万円、調定額５億５,０６７万１,０８３円、収

入済額５億２,９１２万６,８２７円、不納欠損額０円、収入未済額２,１５４万４,２

５６円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、４,３１６万３,０００円、３,９８６万１,７９４円、０円、３３０万

１,２０６円。 

 ２款施設費、３億９,０２４万９,０００円、３億８,９０８万４,２５６円、９３万

８,０００円、２２万６,７４４円。 

 ３款公債費、８,６７４万１,０００円、８,６６９万１,３０６円、０円、４万９,

６９４円。 

 ４款予備費、９４万７,０００円、０円、０円、９４万７,０００円。 

 歳出合計、予算現額５億２,１１０万円、支出済額５億１,５６３万７,３５６円、

翌年度繰越額９３万８,０００円、不用額４５２万４,６４４円。 

 歳入歳出差引残額１,３４８万９,４７１円。 
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 平成３０年９月１１日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第５号をご説明申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいたします。 

  認定第５号 

      平成２９年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

      について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度和束町下水道事業特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成３０年９月１１日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の３１ページ、３２ページをごらんください。 

 平成２９年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算。 

 歳入。 

 １款分担金及び負担金、２０万円、８１万７,０００円、２０万円、０円、６１万

７,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、２,９９０万６,０００円、３,６３８万８,５２３円、３,

００９万４,３０１円、０円、６２９万４,２２２円。 

 ５款繰入金、１億３,８４９万３,０００円、調定額・収入済額同額となっておりま

す。０円、０円。 

 ６款繰越金、２００万円、２１７万９２２円、収入済額同額となっております。０

円、０円。 

 ７款諸収入、１,０００円、１５０円、収入済額同額となっております。０円、０

円。 

 ８款町債、４,０４０万円、調定額・収入済額同額となっております。０円、０円。 

 歳入合計、予算現額２億１,１００万円、調定額２億１,８２６万９,５９５円、収
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入済額２億１,１３５万８,３７３円、不納欠損額０円、収入未済額６９１万１,２２

２円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１,７３１万円、１,７１０万９,４６２円、０円、２０万５３８円。 

 ２款管理費、３,４３３万７,０００円、３,３００万７,７４５円、０円、１３２万

９,２５５円。 

 ４款公債費、１億５,８８５万３,０００円、１億５,８８４万８,２１８円、０円、

４,７８２円。 

 ５款予備費、５０万円、０円、０円、５０万円。 

 歳出合計、予算現額２億１,１００万円、支出済額２億８９６万５,４２５円、翌年

度繰越額０円、不用額２０３万４,５７５円。 

 歳入歳出差引残額２３９万２,９４８円。 

 平成３０年９月１１日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第６号をご説明申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいたします。 

  認定第６号 

      平成２９年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に 

      ついて 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度和束町介護保険特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成３０年９月１１日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の３５ページ、３６ページをお願いいたします。 

 平成２９年度和束町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 
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 １款保険料、９,６８７万円、１億２,３３８万４,６０４円、１億１,８４９万９,

５２０円、４５万７,３６７円、４４２万７,７１７円。 

 ２款使用料及び手数料、１,０００円、０円、０円、０円、０円。 

 ３款国庫支出金、１億４,８９２万１,０００円、１億４,８９２万３,２２４円、収

入済額同額となっております。０円、０円。 

 ４款支払基金交付金、１億５,９５０万円、調定額・収入済額同額となっておりま

す。０円、０円。 

 ５款府支出金、８,８９９万５,０００円、８,８９９万６,０００円、収入済額同額

となっております。０円、０円。 

 ６款財産収入、１,０００円、１８０円、収入済額同額となっております。０円、

０円。 

 ７款繰入金、８,２６５万８,０００円、８,２１５万５５９円、収入済額同額とな

っております。０円、０円。 

 ８款諸収入、２,０００円、３万４,０３２円、収入済額同額となっております。０

円、０円。 

 ９款繰越金、１,４８８万４,０００円、１,４８８万４,９６１円、収入済額同額と

なっております。０円、０円。 

 めくっていただきまして、歳入合計、予算現額５億９,１８３万２,０００円、調定

額６億１,７８７万３,５６０円、収入済額６億１,２９８万８,４７６円、不納欠損額

４５万７,３６７円、収入未済額４４２万７,７１７円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、９３５万４,０００円、９０３万７,７８５円、０円、３１万６,２１

５円。 

 ２款保険給付費、５億５,４１９万５,０００円、５億５,０１７万９,９７６円、０

円、４０１万５,０２４円。 
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 ４款地域支援事業費、１,９９３万７,０００円、１,９７８万７,９５２円、０円、

１４万９,０８４円。 

 ５款基金積立金、１,０００円、１８０円、０円、８２０円。 

 ６款公債費、全て０円となっております。 

 ７款諸支出金、８２０万円、８１０万９,８４８円、０円、９万９５２円。 

 めくっていただきまして、８款予備費、１４万５,０００円、０円、０円、１４万

５,０００円。 

 歳出合計、予算現額５億９,１８３万２,０００円、支出済額５億８,７１１万４,９

４１円、翌年度繰越額０円、不用額４７１万７,０５９円。 

 歳入歳出差引残額２,５８７万３,５３５円。 

 平成３０年９月１１日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 めくっていただきまして、平成２９年度和束町介護保険特別会計（サービス事業勘

定）歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款サービス収入、３２０万円、３２０万８,１００円、収入済額同額となってお

ります。０円、０円。 

 ２款繰入金、２１２万１,０００円、調定額・収入済額同額となっております。０

円、０円。 

 ３款繰越金、２０万３,０００円、２０万３,４１５円、収入済額同額となっており

ます。０円、０円。 

 ４款諸収入、０円、７円、収入済額同額となっております。０円、０円。 

 歳入合計、予算現額５５２万４,０００円、調定額５５３万２,５２２円、収入済額

５５３万２,５２２円、不納欠損額０円、収入未済額０円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、４５８万１,０００円、４５３万７,５８７円、０円、４万３,４１３
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円。 

 ２款事業費、８５万５,０００円、８５万２,８４０円、０円、２,１６０円。 

 ３款予備費、８万８,０００円、０円、０円、８万８,０００円。 

 歳出合計、予算現額５５２万４,０００円、支出済額５３９万４２７円、翌年度繰

越額０円、不用額１３万３,５７３円。 

 歳入歳出差引残額１４万２,０９５円。 

 平成３０年９月１１日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第７号をご説明申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいたします。 

  認定第７号 

      平成２９年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

      認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度和束町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         平成３０年９月１１日提出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の４７ページ、４８ページをお願いいたします。 

 平成２９年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、３,６４６万４,０００円、３,７４６万４,４４９円、３,６５８万４,

２９９円、０円、８８万１５０円。 

 ２款使用料及び手数料、全て０円となっております。 

 ３款繰入金、２,５２０万３,０００円、２,５２０万２,２２９円、収入済額同額と

なっております。０円、０円。 

 ４款繰越金、４６万７,０００円、４６万７,７５５円、収入済額同額となっており
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ます。０円、０円。 

 ５款諸収入、２６５万２,０００円、２６５万２,８９９円、収入済額同額となって

おります。０円、０円。 

 歳入合計、予算現額６,４７８万６,０００円、調定額６,５７８万７,３３２円、収

入済額６,４９０万７,１８２円、不納欠損額０円、収入未済額８８万１５０円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、５２万８,０００円、５２万１,８６７円、０円、６,１３３円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、５,９２２万円、５,９２１万９,０７３円、

０円、９２７円。 

 ３款保健事業費、４５８万４,０００円、４５８万２,５３０円、０円、１,４７０

円。 

 ４款諸支出金、１８万５,０００円、１８万４,７０６円、０円、２９４円。 

 ５款予備費、２６万９,０００円、０円、０円、２６万９,０００円。 

 歳出合計、予算現額６,４７８万６,０００円、支出済額６,４５０万８,１７６円、

翌年度繰越額０円、不用額２７万７,８２４円。 

 歳入歳出差引残額３９万９,００６円。 

 平成３０年９月１１日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 以上で、決算書の説明を終わらせていただきます。 

 なお、事項別明細書につきましては、各担当課長からご説明させていただきます。 

 以上でございます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午前１１時３７分～午後１時３０分） 

○委員長（吉田哲也君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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 説明を続けます。 

 それでは、総務課長、説明をお願いいたします。 

○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、平成２９年度歳入歳出決算事項別明細書に基づきまして説明をさせてい

ただきます。 

 １ページ、２ページをお開き願いたいと思います。 

 平成２９年度和束町一般会計歳入歳出決算事項別明細書。 

 歳入でございます。 

 主なもののみ説明させていただきたいと思います。 

 １款町税、１項町民税、１目個人、収入済額が１億４,３０８万１,６３９円、不納

欠損６５万４,３６９円、収入未済額４２４万１,３２５円。 

 収入済額の主なものでございますが、１節現年課税分１億４,０７３万４３８円。

内容といたしまして、均等割が６２９万２,５２０円、所得割が１億３,４４３万７,

９１８円。なお、収入未済額につきましては１１８万４,８６２円でございます。 

 同款、同項、２目法人税でございます。収入済額１,７７６万１,４００円、収入未

済額２３４万９,１４４円。 

 主なものにつきましては、１節現年課税分１,７６８万２,３００円。内訳といたし

まして、均等割が９６５万１,０００円、法人税割が８０３万１,３００円でございま

す。なお、収入未済額につきましては、６万３,３００円でございます。 

 同款、２項固定資産税、１目固定資産税、収入済額１億９,５７４万９,３８３円、

不納欠損額が２８７万３,０７３円、収入未済額１,３１５万７,８５９円。 

 収入済の主なものでございますが、１節現年課税分１億９,１３０万９,４００円。

内訳といたしまして、土地５,４９４万５,１００円、家屋７,８１４万３,５００円、

償却資産５,８２２万８００円。なお、不納欠損額につきましては、３万６,６００円、

収入未済額につきましては、４０３万１,５００円でございます。 
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 同款、３項軽自動車税、１目軽自動車税、収入済額１,９４７万６,１０１円、不納

欠損額１５万８,０００円、収入未済額１３４万７,９３０円。 

 収入済額の主なものでございますが、１節現年課税分、収入済額１,９１５万７,４

８５円。なお、収入未済につきましては４５万７,５１５円でございます。 

 同款、４項市町村たばこ税、１目市町村たばこ税、収入済額１,８１９万４,５６４

円。 

 これにつきましても、１節現年課税分、同額の歳入をしているところでございます。 

 ３ページ、４ページをお願いいたします。 

 ２款地方譲与税、２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税、収入済額１,９

４８万６,０００円。 

 これにつきましても、１節自動車重量譲与税で同額を歳入しております。 

 ６款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金、収入済額

６,００５万３,０００円。 

 これにつきましても、１節地方消費税交付金で同額の歳入をさせていただいており

ます。 

 ７款ゴルフ場利用税交付金、１項ゴルフ場利用税交付金、１目ゴルフ場利用税交付

金、１,０３７万７,２６０円、収入済額でございます。 

 １節ゴルフ場利用税交付金で同額を歳入をしております。 

 ８款自動車取得税交付金、１項自動車取得税交付金、１目自動車取得税交付金、収

入済額が１,１２４万１,０００円でございます。 

 １節自動車取得税交付金で同額を歳入しております。 

 １０款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、１６億３,０１７万３,００

０円の収入済額でございます。 

 １節地方交付税として、同じく、１６億３,０１７万３,０００円。内訳といたしま

して、普通交付税が１４億５,３２３万２,０００円、特別交付税が１億７,６９４万
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１,０００円でございます。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。 

 １２款分担金及び負担金、２項負担金、１目総務費負担金、収入済額が５,７５９

万７,１２９円でございます。 

 １節総務管理費負担金、同額を歳入しておりまして、内訳といたしまして、相楽東

部広域連合職員人件費負担金５,３０６万３,８５２円、京都地方税機構の派遣職員の

人件費負担金４５３万３,２７７円でございます。 

 同款、同項、２目民生費負担金、収入済額１,５２８万７,４５０円、収入未済額３

８万７,０８８円。 

 これにつきましては、２節児童福祉費負担金といたしまして１,４５９万４,６５０

円の歳入でございます。内訳といたしまして、保育料１,１２３万９００円。めくっ

ていただきまして、学童保育所保育料３０５万９,０００円が主なものでございます。 

 １３款使用料及び手数料、１項使用料、１１ページ、１２ページでございます。５

目土木使用料、収入済額１,０１１万７,９５８円、収入未済１,５９９万６１３円。 

 主なものといたしまして１節道路使用料、収入済額２４９万２,２７０円。これは

道路占用料でございます。 

 ２節住宅使用料７６２万５,６８８円。内訳といたしまして、主なものが町営住宅

使用料６６６万５,４０４円。なお、収入未済額につきましては１,５９９万６１３円

となっております。 

 めくっていただきまして、１３ページ、１４ページ。 

 同款、２項手数料、３目衛生手数料、収入済額１,０６７万６,４４６円。 

 主なものといたしまして、２節清掃手数料１,０５４万８,８４６円。これにつきま

しては、し尿券売捌手数料として歳入をさせていただいております。 

 １４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金で８,０８３万５２９

円の収入済額でございます。 
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 主なものといたしまして、１節社会福祉費負担金５,３４４万５,８６３円、その中

の内訳といたしまして、国保基盤安定負担金６１４万４７０円、障害者自立支援給付

費負担金４,４０３万７,５００円でございます。 

 また、５４節児童手当国庫負担金で２,７３８万４,６６６円でございます。これに

つきましては、児童手当国庫負担金でございます。 

 同款、２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金、１７ページ、１８ページでござい

ます。１,５０５万２,０００円の歳入でございます。 

 １節社会福祉費補助金といたしまして８７０万５,０００円。これにつきましては

次ページでございます。臨時福祉給付金６６６万円が主なものでございます。  

 ２節児童福祉費補助金で６３４万７,０００円の収入済額でございます。内訳とい

たしまして、保育対策総合支援事業費補助金１９０万円、子ども・子育て支援交付金

４４４万７,０００円でございます。 

 同款、同項、４目土木費国庫補助金４,６０３万円の収入済額でございます。 

 ３節道路橋りょう費補助金で同額を歳入しております。内訳といたしまして、橋り

ょう長寿命化修繕計画補助金１,７７１万８,０００円、社会資本整備総合交付金２,

８３１万２,０００円でございます。 

 めくっていただきまして、２１ページ、２２ページ。 

 同款、同項、８目商工費国庫補助金でございます。１,９２５万８,７０９円の収入

済額でございます。 

 １節商工費補助金として同額を歳入しております。内訳といたしまして、地方創生

推進交付金、マウンテンバイクイベントほかになりますが、合計９２５万８,７０９

円、また、過疎地域等自立活性化推進交付金として１,０００万円の歳入でございま

す。 

 ２５ページ、２６ページをお願いいたします。 

 １５款府支出金、１項府負担金、１目民生費府負担金で６,２５９万７,４６２円の
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収入済額でございます。 

 主なものといたしまして、１節社会福祉費負担金４,１９０万３７４円の内訳とい

たしまして、国保基盤安定負担金２,０１７万３,８３５円、障害者自立支援給付費負

担金２,０６３万７,１２１円を歳入しております。 

 また、３節老人福祉費負担金として１,４２７万６,４２１円の収入済額でございま

す。内訳は、後期高齢者医療保険基盤安定負担金１,４２７万６,４２１円でございま

す。 

 ２７ページ、２８ページをお願いいたします。 

 同款、２項府補助金、１目総務費府補助金、歳入１,８８７万円の収入済額でござ

います。 

 主なものといたしまして、１節総務管理費補助金１,８８２万４,０００円。主な内

訳といたしまして、市町村未来づくり交付金、まちづくり・人づくり推進事業ほか４

３６万６,０００円、また、市町村体制づくり支援交付金といたしまして７４５万８,

０００円、スマートワーク・イン・レジデンス事業交付金として６００万円の収入済

でございます。 

 ３１ページ、３２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、２目民生費府補助金、３,９６８万４,８８７円の収入済額でございま

す。 

 主なものといたしまして、１節社会福祉費補助金で２,６２８万９,８８７円。内訳

といたしまして、老人医療給付５７９万３,８６７円、民生委員活動費補助金１４９

万９,０２０円、重度心身障害・老人健康管理事業費補助金２８３万８,８００円、福

祉医療給付４０９万３,０００円、隣保館運営等事業費補助金６６２万１,０００円が

主なものでございます。 

 ３５ページ、３６ページをお願いいたします。 

 同じく、２節児童福祉費で１,３３９万５,０００の収入済額でございます。主な内
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訳といたしまして、福祉医療給付につきまして１０９万３,０００円、また、乳児に

ついては２６７万２,０００円、市町村未来づくり交付金といたしまして２５４万５,

０００、子ども・子育て支援交付金４４０万９,０００円が主なものでございます。 

 ３９ページ、４０ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目農林業費府補助金、１億７,１１６万３,４１８円の収入済額でご

ざいます。 

 主なものといたしまして、１節農業費補助金１億６,４８５万５,９２８円。内訳と

いたしまして、農業委員会等補助金２１７万４,０００円、中山間地域等直接支払交

付金事業補助金３３７万２,２９４円、青年就農給付金７８７万５,０００円、産地パ

ワーアップ事業補助金１億４,４３８万１,０００円が主なものでございます。 

 ４３ページ、４４ページをお願いします。 

 同款、同項、５目の商工費府補助金、１,６９８万７,０００円の収入済額でござい

ます。 

 主なものといたしまして、市町村未来づくり交付金、ワールドマスターズ関連ほか

でございますが、１,１１３万６,０００円、お茶の京都市町村支援事業費交付金５４

９万３,０００円が主なものでございます。 

 ４９ページ、５０ページをお願いいたします。 

 同款、３項委託金でございます。１目総務費委託金、１,５７４万３,９６５円の収

入済額でございます。 

 主なものといたしまして、１節徴税費委託金５７３万６,６９１円。これにつきま

しては、個人府民税取扱費委託金でございます。 

 また、３節選挙費委託金９８０万６,０４４円の収入済となっておりまして、内訳

といたしまして、京都府地方知事選挙委託金２８２万２,３３４円、衆議院議員総選

挙委託金６９８万２,１９６円が主なものでございます。 

 少しページは飛びますが、５５ページ、５６ページをお願いいたします。 
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 １８款繰入金、２項基金繰入金、２目減債基金繰入金、７,６０９万４,１３６円の

収入済額でございます。 

 １節減債基金繰入金と歳入させていただいております。 

 ５７ページ、５８ページでございます。 

 １９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、９,３８１万１,１５１円の収入済額でご

ざいます。 

 １節前年度繰越金で同額を歳入し、内訳といたしまして、純繰越金９,３６５万１,

１５１円、事業繰越金１６万円でございます。 

 続いて、２０款諸収入、４項雑入、１目雑入、３,５８１万４,４４５円の収入済額

でございます。 

 主なものといたしまして、１節消防団員等退職報償金受入金５１８万３,０００円、

また、２節雑入といたしまして、３,０５１万１,４４５円。内訳として、主なものが、

６１ページ、６２ページでございますが、京都府市町村振興協会市町村等交付金３８

２万１,３１４円、体験交流センター施設使用負担金１９５万９,７３４円、広域連合

負担金返還金が３６７万７,８９０円、雇用促進協議会事務費負担金１,０７７万６,

３７４円が主なものでございます。 

 ６５ページ、６６ページをお願いいたします。 

 ２１款町債、１項町債、１目総務債、６,０５０万円の収入済額でございます。 

 １節総務管理債で同額を歳入しておりまして、内訳といたしまして、過疎対策事業

債、路線バス維持管理で３,１１０万円、運動公園駐車場等周辺整備事業２,９４０万

円を歳入しております。 

 同款、同項、２目民生債でございます。１,６５０万円の収入済額でございます。 

 ２節児童福祉債で過疎対策事業債、すこやかエンジェル基金積立ということで１,

６５０万円歳入をさせていただいております。 

 同款、同項、４目土木債、３,０６０万円の収入済額でございます。 
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 １節道路橋りょう債ということで、過疎対策事業債、門前橋整備事業で１,４６０

万円、同じく、道路拡幅改良事業で９７０万円、舗装維持管理事業で４１０万円歳入

しております。 

 同款、同項、５目教育債、８,３００万円の収入済額でございます。 

 １節教育総務債で同額を、また、内訳につきましては、過疎対策事業債になります

が、小学校空調整備事業６,４９０万円、小学校校舎雨漏り改修事業８００万円、小

学校トイレ改修設計業務１３０万円、中学校トイレ改修設計業務１１０万円、小学校

校内ＬＡＮ整備事業４３０万円、中学校校内ＬＡＮ整備事業３４０万円でございます。 

 同款、同項、８目臨時財政対策債、８,２２０万円の収入済額でございます。 

 １節臨時財政対策債ということで同額を歳入しております。 

 歳入合計、調定額３３億１,１３８万６,２５５円、収入済額３２億６,３２８万１,

９７５円、不納欠損額３６８万５,４４２円、収入未済額４,４４１万８,８３８円で

ございます。 

 続いて、７１ページ、７２ページ、歳出でございます。 

 歳出につきましても、主なものの説明とさせていただきます。 

 １款議会費、１項議会費、１目議会費、支出済額５,４３２万５,３９５円でござい

ます。 

 これにつきましては、議員報酬、事務局職員の人件費が主なものでございます。 

 ７３ページ７４ページをお願いいたします。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、支出済額３億６,３５４万７,８６

８円。 

 主な支出につきましては、職員人件費並びに７６ページになりますが、１１節需用

費、支出済額１,３６９万５,９７９円、そのうち光熱水費が６７２万３,６１４円で

ございます。 

 また、１３節委託料、支出済額が３,２６９万４,６０２円。主な内訳といたしまし
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て、定期清掃、宿日直業務委託料が４３８万２,１００円、和束町例規集編集委託料

１,０５３万円、電算ネットワーク保守委託料７５２万１,１２０円、電算システムサ

ポート委託料３９９万８７６円でございます。 

 ７９ページ、８０ページをお願いいたします。 

 １８節備品購入費で２９年度１,３６３万４,４６３円支出させていただいておりま

す。主な内訳といたしまして、総合行政情報ネットワーク機器ということで９９１万

４,８２２円、ライセンス購入費２９２万５,０６０円支出させていただいております。 

 ８１ページ、８２ページでございます。 

 １９節負担金補助及び交付金で３,４３６万５,９６２円支出させていただいており

ます。主なものといたしまして、京都府町村会情報センター負担金１,０７４万９,１

１２円、相楽東部広域連合負担金２,１７２万２,０００円でございます。 

 同款、同項、２目企画費でございます。４,０７２万７,６５５円支出させていただ

いております。 

 主なものといたしまして、７節賃金ということで５６４万４,０００円。これにつ

きましては、地域おこし協力隊の賃金でございます。 

 また、１３節委託料でございますが、９２４万４,６０３円支出させていただいて

おります。これについては、主なものがスマートワーク・イン・レジデンス事業委託

料で、２９７万５,９４０円、新商品開発業務委託料で２００万円、移住動画作成業

務委託料で８７万４,８００円支出させていただいております。 

 続いて、８５ページ、８６ページになりますが、１５節工事請負費として８６２万

６６８円支出させていただいております。主なものが、スマートワーク・イン・レジ

デンス整備工事で８１２万５,０５６円を支出させていただいております。 

 １９節負担金補助及び交付金で１,０３１万３,５７２円の支出でございます。主な

内訳といたしまして、和束町地域力推進協議会負担金２７５万２,５７２円、茶源郷

まつり補助金２５０万円、湯船活性化推進補助金３６６万６,０００円支出させてい
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ただいております。 

 同款、同項、３目文書広報費でございます。１,３１２万５,０２３円の支出をさせ

ていただいております。 

 主なものにつきましては、職員人件費と１４節の使用料及び賃借料ということで、

３８３万９,１８４円支出させていただいております。内訳につきましては、茶源郷

行政情報配信システムサーバー使用料でございます。 

 同款、同項、４目活性化対策費として４,１６８万１,９６１円支出させていただい

ております。 

 主なものにつきましては、１１節需用費４７８万８,０７３円。その内訳でござい

ますが、光熱水費が４２６万３,４２６円。 

 １３節委託料で１,０１０万４,２８４円、これにつきましては、和束運動公園美化

事業委託料として４００万円、測量設計業務委託料といたしまして４６６万７,７６

０円。 

 １５節工事請負費５１２万６９０円支出させていただいております。主な内訳につ

きましては、和束運動公園周辺の駐車場整備の工事請負費として４０７万４,８４０

円。 

 １７節公有財産購入費として２,０８１万１,７００円支出させていただいておりま

す。内訳としては、土地購入費でございます。 

 少しページが飛びますが、９５ページ、９６ページをお願いいたします。 

 同款、同項、１２目交通対策費、支出済額３,４０５万１,７４２円でございます。 

 主なものが、１９節負担金補助及び交付金で３,３８９万７,７４２円。内訳といた

しまして、路線バス運行維持補助金で３,３２１万２,７７８円支出させていただいて

おります。 

 続いて、２款総務費、２項徴税費、１目税務総務費でございます。支出済額が２,

９１５万６２８円。 
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 主なものにつきましては、職員人件費でございます。 

 また、１９節負担金補助及び交付金で３３４万６,６９５円支出させていただいて

おります。これにつきましては、京都府地方税機構負担金として、このうち３２２万

１,６２５円支出させていただきました。 

 少しページを飛ばさせていただいて、１０１ページ、１０２ページをお願いいたし

ます。 

 総務費の３項戸籍住民登録費、４目戸籍電算化事業費でございます。支出済額が９

４４万９,１３６円。 

 主なものといたしまして、１４節使用料及び賃借料８９３万７３６円。内訳といた

しまして、戸籍総合システムリース料６４６万８,３３６円、戸籍総合システムソフ

ト使用料２４６万２,４００円でございます。 

 少しページを飛ばさせてもらって、１０９ページ、１１０ページをお願いしたいと

思います。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、支出済額２億３,２６２万７,

５９１円でございます。 

 主なものといたしまして、職員人件費並びに１１３ページ、１１４ページでござい

ますが、１９節負担金補助及び交付金ということで２,７５３万６,５９５円支出させ

ていただいております。 

 内訳といたしまして、主なものが社協職員設置補助金１,６９１万５,０００円、臨

時福祉給付金６６６万円が主なものでございます。 

 また、２０節扶助費で１億１５６万５,６７１円支出させていただいております。

主な内訳といたしまして、福祉医療で８２８万３,２７４円、重度心身障害老人健康

管理事業といたしまして５７７万７,７０８円、障害者自立支援医療といたしまして

８,０６２万３,０２３円支出させていただいております。 

 また、２８節繰出金で４,２８５万５,３４０円の支出をさせていただいております。
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内訳につきましては、国保基盤安定等繰出金でございます。 

 続いて、１１７ページ、１１８ページでございますが、同款、同項、３目老人福祉

費でございます。１億８,７０５万２,４１４円の支出でございます。 

 主なものにつきましては、１９節負担金補助及び交付金ということで６,０２８万

８,５９２円支出させていただいております。内訳といたしまして、後期高齢者療養

給付費負担金５,５０５万８,４００円、山城病院組合負担金、介護老人保健施設事業

でございますが、４１６万７,０００円支出させていただいております。 

 ２０節扶助費では９８４万５,７９６円を支出させていただいております。内訳と

いたしまして、主なものが老人医療８１０万５,２４６円。 

 また、２８節繰出金で１億９４７万３,７８８円支出させていただいております。

内訳といたしまして、介護保険事業勘定繰出金８,２１５万５５９円、介護保険サー

ビス勘定繰出金２１２万１,０００円、後期高齢者医療特別会計繰出金２,５２０万２,

２２９円支出させていただいています。 

 続いて、１２１ページ、１２２ページでございます。 

 同款、同項、６目人権ふれあいセンター費、支出済額が２,６９８万４,７３９円で

ございます。 

 これにつきましては職員人件費並びに１５節工事請負費で３７０万１,１６０円、

駐車場舗装改良工事として支出させていただいております。 

 １２７ページ、１２８ページをお願いします。 

 同款、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費で８,２１２万８,５１７円支出させて

いただいております。 

 主な内容でございますが、職員人件費並びに１３節委託料６１２万４,５２８円。

これにつきましては、バス運行業務委託料が５５４万６,２０６円。 

 また、２０節扶助費で５,１２２万５,３１６円。内訳といたしまして、母子福祉医

療２１２万６,７２５円、乳児福祉医療８７７万３,８５５円、児童手当４,０１６万
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円を負担させていただいております。 

 また、２５節積立金といたしまして１,７７０万１５円支出させていただいており

ます。これにつきましては、すこやかエンジェル基金への積立金でございます。  

 １３１ページ、１３２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、３目保育所費でございます。８,８３５万５,３４０円支出させていた

だいております。 

 主なものといたしまして、職員人件費、また１１節需用費１,３０６万１,３８１円。

主な内訳といたしまして、賄い材料費８２２万５１６円、光熱水費２２５万５,８４

０円でございます。 

 １３３ページ、１３４ページをお願いします。 

 同款、同項、４目いきいきこども館費、１,００４万３,０７１円支出させていただ

いております。 

 主なものにつきましては、職員賃金でございます。 

 また、１５節工事請負費として、２９年度につきましては１８０万９,５４０円支

出させていただいております。屋根、とゆの改修工事でございます。 

 １３７ページ、１３８ページでございます。 

 同款、同項、５目放課後児童対策費、９２１万９,８８４円支出させていただいて

おります。 

 主なものにつきましては、従事職員の賃金でございます。 

 同款、同項、６目子育て支援事業費、１,４８１万４,８９０円支出させていただい

ております。 

 これにつきましては、子育て支援センター職員人件費が主なものでございます。 

 １３９ページ、１４０ページ。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、４,８０７万６１１円を支出

させていただいております。 
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 主なものにつきましては、１９節負担金補助及び交付金で３,１７６万１,０００円

支出させていただいております。内訳といたしまして、山城病院組合負担金３,０１

７万７,０００円、相楽郡広域事務組合分担金・休日応急診療所１５７万２,０００円

でございます。 

 ２８節繰出金として７００万円支出しております。これにつきましては、国保直診

勘定繰出金でございます。 

 同款、同項、２目予防費でございます。１,６９０万４,９４６円支出させていただ

きました。 

 主なものにつきましては、１３節委託料１,４６０万４,１９１円の支出済額でござ

います。 

 主な内訳といたしまして、がん診査等検診委託料６７２万９,６３１円、予防接種

等委託料７８６万３,５１５円でございます。 

 続いて、同款、同項、４目環境衛生費でございます。１億８,７２１万４,６３８円

支出させていただいております。 

 主なものでございますが、２８節繰出金１億８,３９７万３,０００円支出させてい

ただいております。 

 内訳といたしまして、下水道事業特別会計繰出金が１億３,８４９万３,０００円、

簡易水道事業特別会計繰出金が４,５４８万円でございます。 

 同じく、同款、同項、５目共同浴場費でございます。１,１５７万２,０９７円支出

させていただきました。 

 主なものにつきましては、従事職員の賃金と１１節需用費６４０万円１,５４９円

ということで、燃料費が２６５万１,６１６円、光熱水費が３２４万１,９９８円でご

ざいます。 

 続いて、同款、２項清掃費、１目塵芥処理費、１億１,７０６万９,５２６円支出さ

せていただいております。 
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 主なものにつきましては、１９節負担金補助及び交付金ということで１億１,５１

４万６,０００円、支出済でございます。 

 内訳といたしまして、相楽東部広域連合負担金で同額支払いをさせていただいてお

ります。 

 同款、同項、２目し尿処理費、支出済額３,６５８万５,９８０円。 

 主なものが、１９節負担金補助及び交付金で３,６３３万４,８３２円。内訳といた

しまして、相楽郡広域事務組合分担金２,４９１万円、合併処理浄化槽設置整備事業

補助金１１６万円、広域事務組合負担金、し尿券１,０２５万４,１３２円でございま

す。 

 １４９ページ、１５０ページをお願いいたします。 

 ５款農林業費、１項農業費、２目農業総務費、４,０８５万９,２４３円支出させて

いただいております。 

 主なものにつきましては、職員人件費となっております。 

 １５１ページ、１５２ページをお願いします。 

 同款、同項、３目農業振興費、１億７,７９３万５,１７５円支出させていただいて

おります。 

 主なものにつきましては、１３節委託料としまして１,６３１万１,０００円。 

 内訳といたしまして、和束茶を活かした新産業創出事業委託料１,６３１万１,００

０円、１９節負担金補助及び交付金といたしまして１億６,０４９万４,０９７円支出

させていただいております。 

 主な内訳といたしまして、中山間地域等直接支払補助金４４３万６,４０２円、青

年就農給付事業負担金７８７万５,０００円、産地パワーアップ事業補助金１億４,４

３８万１,０００円でございます。 

 少しページを飛ばさせてもらいまして、１５９ページ、１６０ページをお願いいた

します。 
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 ５款農林業費、２項林業費、２目林業振興費でございます。２,７７０万３,９３４

円支出させていただいております。 

 主なものにつきましては、１３節委託料１,８４５万７,６１６円。内訳といたしま

して、湯船森林公園等管理委託料１０５万８,４００円、マツクイムシ防除委託料３

８５万７,６００円、有害鳥獣捕獲委託１０７万円、湯船森林公園使用料等徴収事務

業務委託料１０２万３,４００円、ＭＴＢコースメンテナンス委託料１２９万６,００

０円、湯船マウンテンバイクコース測量設計業務委託料７２３万２,７６０円でござ

います。 

 また、１９節負担金補助及び交付金といたしまして５６８万２,３０２円支出させ

ていただいております。 

 主なものが、有害鳥獣関係事業補助金４７１万９,０７２円でございます。 

 ６款商工費、１項商工費、１目商工振興費、１,８３５万３,１００円支出させてい

ただいております。 

 主なものが、１９節負担金補助及び交付金で、１,８３３万５,０００円支出させて

いただいております。内訳といたしまして、相楽郡広域事務組合負担金が１７１万８ ,

０００円、商工会助成金が５６０万円、和束町雇用促進事務費負担金で１,０８２万

５,０００円でございます。 

 同款、同項、２目観光費で５,６９０万８,３６１円支出をさせていただいておりま

す。 

 そのうち主なものが、１３節委託料でございます。４,３１５万３,５２９円。内訳

といたしまして、春を呼ぶ茶源郷からの灯り事業委託料２１０万円、ＭＴＢ推進事業

委託料１７２万４,０００円、観光案内所管理運営委託料６１６万８,０００円、お茶

の京都博推進委託料７１７万９,９０８円、広域観光推進業務委託料１,４８４万４,

６３７円、宿泊型周遊ツアー等実施業務委託料２４８万４,０００円、サイクリング

マップ作成委託料１４８万３,３８０円、自転車愛好家向け商品開発業務委託料３０
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０万円が主なものでございます。 

 また、１８節備品購入費で３６８万１００円支出させていただいております。内訳

といたしまして、ストライダー購入４９万４,１００円、ゴルフカート車両３１８万

６,０００円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金として５４７万９００円支出させていただいておりま

す。主なものが、お茶の京都ＤＭＯ負担金１３０万円、お茶の京都博市町村分担金１

２５万円、茶源郷特産品開発補助金１３８万３,０００円でございます。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費で３,６９９万９,３５５円支出をさ

せていただいております。 

 主なものにつきましては、職員人件費となっております。 

 続きまして、１６９ページ、１７０ページでございます。 

 同款、２項道路橋りょう費、２目道路維持費で２,３５４万２,０３２円支出させて

いただいております。 

 主なものにつきましては、１３節委託料で９８８万２,６４０円。内訳といたしま

して、測量設計業務委託料４８３万８,４００円、町道台帳整備業務委託料１９４万

４,０００円、補償調査委託料２０４万２,２８０円、１５節工事請負費９８３万１,

２４０円支出させていただいております。 

 町道園区線、童仙房支線ほかの工事請負費で４２４万１,１６０円、町道維持修繕

工事で３６７万９,５６０円、お茶の京都茶いくるライン整備工事で１９１万５２０

円支出をしております。 

 同款、同項、３目道路新設改良費でございます。７,６９２万４,４４５円の支出済

額でございます。 

 主なものにつきましては、１３節委託料１,２６９万５,９４０円。内訳といたしま

して、土木積算システム保守委託料１０８万円、橋りょう点検調査業務委託料１,１

５４万３,０４０円。 
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 １５節工事請負費６,２８４万４,１２０円、これにつきましては、門前橋整備事業

の工事請負費というとで、６,２８４万４,１２０円支出しております。 

 同款、５項住宅費、１目住宅管理費でございます。９１０万３,７２３円支出をさ

せていただいております。 

 主なものにつきましては、職員人件費となっております。 

 １７５ページ、１７６ページをお願いいたします。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費で１億５,４２９万円の支出済額でござ

います。 

 主なものといたしまして、１９節負担金補助及び交付金で１億５,４２８万円。こ

れにつきましては、相楽中部消防組合負担金でございます。 

 同款、同項、２目非常備消防費、３,１４６万８,５８３円支出をさせていただいて

おります。 

 主なものが、１節報酬４６４万２,８０２円。その内訳といたしまして、消防団員

の報酬が４６１万８,５００円、また、報償費で５４２万９,７８４円。内訳といたし

まして、退職報償金５１８万３,０００円。 

 また、１１節需用費といたしまして４１２万２,３４２円、消耗品、ヘルメット・

火災用安全服等でございますが、２９５万７,３８２円。 

 また、１８節備品購入費で５７７万４,２２０円。これにつきましては、小型動力

ポンプ付積載軽消防自動車５１３万２,１６０円でございます。 

 また、１９節負担金補助及び交付金といたしまして８１８万９,００６円お支払い

させていただいております。主な内訳でございますが、公務災害補償等共済掛金が５

８３万７,４４６円、消防団運営経費補助金が２１２万５,０００円となっているとこ

ろでございます。 

 同款、同項、５目災害対策費でございます。１,３４４万２,８２６円支出させてい

ただいております。 
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 主なものが１３節委託料１,１０３万９,９９０円支出しております。内訳といたし

まして、防災無線保守委託料で５１５万８,０８０円、和束町業務継続計画策定支援

業務委託料として５４９万７,２００円支出させていただきました。 

 １８１ページ、１８２ページをお願いいたします。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、２億３,６８５万３,０００円支

出させていただいております。 

 １９節負担金補助及び交付金で同額を支出しており、これにつきましては、相楽東

部広域連合負担金でございます。 

 １０款災害復旧費、１項農林業施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧費等とい

うことで６５０万２,７８８円支出しております。 

 主なものが、１３節委託料で３３０万９,１２０円。これにつきましては、測量設

計業務委託料でございます。 

 また、１５節工事請負費ということで２９２万１,４００円、災害復旧工事でござ

います。 

 めくっていただきまして、１８３ページ、１８４ページ。 

 同款、２項公共土木施設災害復旧費でございます。１目道路橋りょう施設災害復旧

費で８７０万２,０３４円支出させていただいております。 

 主なものが、１３節委託料３４８万９,４８０円。これにつきましては、測量設計

業務委託料、また、１５節工事請負費で５１２万３,２８０円、災害復旧工事費とし

て２６６万３,２８０円、道路橋りょう災害復旧工事費として２４６万円支出させて

いただいております。 

 １１款公債費、１項公債費、１目元金でございます。支出済額３億６,３９３万８,

１４９円。 

 主なものが、２３節償還金利子及び割引料ということで、同額支出させていただい

ております。なお、内訳といたしまして、町債償還元金が２億８,７８４万４,０１３
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円、町債繰上償還元金で７,６０９万４,１３６円支出させていただいております。 

 同款、同項、２目利子でございます。２,２５９万８,８３６円支出させていただい

ております。 

 ２３節償還金利子及び割引料ということで、同額を。また、内訳につきましては、

町債の償還利子が２,２５１万４,９０６円、一時借入金利子が８万３,９３０円とな

っているところでございます。 

 歳出合計につきましては、支出済額が３１億３,４６４万２,５３０円、翌年度繰越

額１億４,０３９万円、不用額８,１８２万６,４７０円となっております。 

 １８８ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順に報告をさせていただきます。 

 １．歳入総額３２億６,３２８万１,９７５円、２．歳出総額３１億３,４６４万２,

５３０円、３．歳入差し引き差引額１億２,８６３万９,４４５円、４．翌年度へ繰り

越すべき財源繰越明許費繰越額２,８１２万３,０００円、５．実質収支額１億５１万

６,４４５円、６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰

入金につきましてはゼロということで、ございません。 

 なお、１８９ページ以降につきましては財産に関する調をつけさせていただいてお

りますので、また、お目通しいただきたいと思います。 

 続きまして、１９７、１９８ページをお願いいたします。 

 平成２９年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算事項別明細書でございます。 

 まず、歳入のほうでございます。 

 １款財産収入、２項財産売払収入、２目物品売払収入として１０９万１,５００円、

収入済額でございます。 

 これにつきましては、１節物品売払収入ということで同額収入しております。内訳

としましては、立木伐採補償料でございます。 
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 ３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、２５０万円の収入済額で

ございます。 

 １節財政調整基金繰入金として同額を歳入しております。 

 ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、９０万３,４９５円の収入済額でございま

す。 

 １節前年度繰越金として同額を受け入れているところでございます。 

 ５款諸収入、２項雑入、１目雑入で６６万２,３５８円の収入済額でございます。 

 １節雑入として、同額を収入させていただいております。 

 ６款寄付金、１項寄付金、１目総務費寄付金、１２０万円の収入済額でございます。 

 １節総務費寄付金ということで、同額を。内訳につきましては、自動車購入指定寄

付金として歳入をしているところでございます。 

 歳入合計、６６０万５,８８６円、不納欠損額、収入未済額はございません。 

 続いて、２０１ページ、２０２ページでございます。 

 歳出でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で４３０万２,２６８円の支出でご

ざいます。 

 主なものにつきましては、職員人件費でございます。 

 ２０３ページ、２０４ページをお願いいたします。 

 同款、同項、２目財産管理費で１４８万１,０３３円支出させていただいておりま

す。 

 主なものにつきましては、１８節備品購入費１１万５,３００円。これにつきまし

ては、公用車の購入費でございます。 

 歳出合計でございます。支出済額５７９万８,３０１円、翌年度繰越額０円、不用

額２８８万１,６９９円でございます。 

 ２０６ページをお願いいたします。 
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 実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順に報告をさせていただきます。 

 １．歳入総額６６０万５,８８６円、２．歳出総額５７９万８,３０１円、３．歳入

歳出差引額８０万７,５８５円、４．翌年度へ繰り越すべき財源、ございません。５．

実質収支額８０万７,５８５円、６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の

規定による基金繰入額につきましてもございません。 

 なお、２０７ページ以降、財産に関する調をつけさせていただいております。また、

お目通しください。 

 以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 続きまして、平成２９年度和束町国民健康保険特別会計（事業勘定）の歳入歳出決

算につきまして、事項別明細書によりまして説明をさせていただきます。 

 なお、説明は、款・項、目及び収入済額等につきまして、主なもののみとさせてい

ただきます。 

 まず、歳入からでございます。 

 ２１３ページ、２１４ページをお願いいたします。 

 １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、収

入済額が１億５,５０９万８,０２２円、不納欠損額３３４万７,８０６円、収入未済

額２,４３６万５,８７１円、収納率としては８４.８％となっております。 

 内訳といたしまして、１節医療給付費分現年課税分が１億３２１万３,７９２円、

２節後期高齢者支援金分現年課税分が３,２３９万９４２円、３節介護納付金分現年

課税分が１,１４２万６,１６４円、４節医療給付費分滞納繰越分が５７０万８,６０

７円、５節後期高齢者支援金分滞納繰越分が１６８万７６２円、６節介護納付金分滞
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納繰越分が６７万７,７５５円でございます。 

 同款、同項、２目退職被保険者等国民健康保険税、収入済額が３１１万２,７７９

円、不納欠損額５万７,７５２円、収入未済額が４万２,６００円でございます。こち

らにつきまして、収納率は９６.８８％となっております。 

 内訳といたしまして、１節医療給付費分現年課税分が１８１万６,４１８円、めく

っていただきまして、２１５ページでございますが、２節後期高齢者支援金分現年課

税分が５６万８,６６８円、３節介護納付金分現年課税分が４１万４,１６８円、４節

医療給付費分滞納繰越分が２０万４,８４５円、５節後期高齢者支援金分滞納繰越分

が６万３,４２４円、６節介護納付金分滞納繰越分が４万５,２５６円でございます。 

 なお、一般退職を合わせた現年課税分の収納率は９５.９１％、２８年度よりも０.

２５ポイント上昇しております。 

 続きまして、３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目療養給付費等負担金、１億２ ,

５１４万４,２２９円。 

 内訳といたしまして、１節現年度分で１億２,０３４万５,７０１円。内容といたし

ましては、療養給付費分が８,４０７万９,１８４円、介護納付金負担金が１,０４４

万７,３９３円、めくっていただきまして、２１７ページ、２１８ページですが、後

期高齢者医療費支援金負担金が２,５８１万９,１２４円でございます。 

 同款、同項、２目高額医療費共同事業負担金、７０７万８,７３４円。 

 こちらにつきましては、現年度分でございます。 

 同款、同項、４目特定健康診査等負担金、１０５万７,０００円。 

 内訳といたしまして、１節特定健康診査等負担金で同額でございます。その内容と

いたしましては、特定健康診査等負担金で９８万５,０００円が主なものとなってお

ります。 

 続きまして、同款、２項国庫補助金、１目財政調整交付金、２,６２７万２,０００

円。 



― 62 ― 

 普通調整交付金でございます。 

 ４款療養給付費交付金、１項療養給付費交付金、１目療養給付費交付金７４５万３ ,

３０７５円でございます。 

 こちらにつきましても、現年度分でございます。 

 めくっていただきまして、２１９ページ、２２０ページでございます。 

 ５款前期高齢者交付金、１項前期高齢者交付金、１目前期高齢者交付金、１億９,

５１８万６,８７０円。 

 現年度分でございます。 

 ６款府支出金、１項府負担金、１目高額医療費共同事業負担金、７０７万８,７３

４円。 

 現年度分でございます。 

 同款、２項府補助金、２目財政調整交付金、４,９２８万５,０００円でございます。 

 財政調整交付金でございます。 

 ７款共同事業交付金、１項共同事業交付金、１目共同事業交付金、１,５６９万８,

９８６円でございます。 

 主なものは、高額医療費共同事業費拠出金で１,５５９万９,５２０円でございます。 

 同款、同項、３目保険財政共同安定化事業交付金、１億４,５８５万７７７円。 

 保険財政共同安定化事業交付金でございます。 

 ９款繰入金、２項一般会計繰入金、１目保険基盤安定繰入金、収入済額が３,５０

８万５,７４１円でございます。 

 同款、同項、４目財政安定化支援事業繰入金、２２５万６,０４９円でございます。 

 同款、同項、５目その他一般会計繰入金、４９５万３,５５０円。 

 事務費等繰入金で、同額を歳入しております。 

 １０款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、４,９６４万９,２６２円。 

 前年度繰越金の純繰越金でございます。 
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 めくっていただきまして、２２５ページ、２２６ページでございます。 

 歳入合計となります。歳入合計の収入済額８億３,４１９万３,１２７円、不納欠損

額３４０万５,５５８円、収入未済額２,４４１万２,６４３円でございます。 

 続きまして、２２７ページ、２２８ページでございます。 

 歳出の主なものにつきまして、歳入と同様に説明させていただきます。 

 １枚めくっていただきまして、２２９ページ、２３０ページから説明させていただ

きます。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費、３億９,２２６万

７,８８２円。 

 負担金補助及び交付金でございます。 

 ２目退職被保険者等療養給付費、４７０万２,１２２円。こちらにつきましても、

負担金補助及び交付金でございます。 

 ３目一般被保険者療養費、３２７万３,３６７円。同様に、負担金補助及び交付金

でございます。 

 ４目退職被保険者等療養費、７万８,２８０円。こちらも同様でございます。 

 ５目審査支払い手数料１２０万５,４６７円。こちらは委託料で、審査支払手数料

でございます。 

 同款、２項高額療養費、めくっていただきまして、１目一般被保険者高額療養費、

５,２００万２,１４０円。負担金補助及び交付金でございます。 

 ２目退職被保険者等高額療養費、５７万９,５６１円。こちらにつきましても、負

担金補助及び交付金でございます。 

 なお、保険給付費の４億５,６２７万９,２５０円でございますが、前年度の約９

５％となっております。 

 ２３１ページの一番下でございますが、同款、６項出産育児諸費、１目出産育児一

時金、８４万円の支出でございます。２件分でございます。 
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 ３款後期高齢者支援金等、１項後期高齢者支援金等、１目後期高齢者支援金、８,

３０７万６,６４７円。負担金補助及び交付金でございます。 

 めくっていただきまして、２３５ページ、２３６ページ。 

 ６款介護納付金、１項介護納付金、１目介護納付金、３,２６４万８,１０２円を支

出しております。負担金補助及び交付金でございます。 

 ７款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金、１目高額医療費共同事業医療費拠出金、

２,８３１万４,９３８円。負担金補助及び交付金で、高額医療費共同事業拠出金の分

でございます。 

 めくっていただきまして、２３７ページ、２３８ページでございます。 

 同款、同項、５目保険財政共同安定化事業拠出金、１億４,１８８万５,６９１円を

支出しております。 

 ８款保健施設費、１項保健施設費、１目疾病予防費、７２４万５,１７０円。主な

ものといたしまして、１３節委託料で５９４万５,７２２円を支出しております。内

訳といたしましては、人間ドックの検査委託料５２１万４,８０２円、また、がん検

診と同時実施しております特定健康診査委託料として７３万９２０円。なお、人間ド

ック２９年度につきましては、定員１４０名のところ１２５名が受診されております。 

 同款、２項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費３８２万６,１７８

円。 

 めくっていただきまして、その内訳として主なものといたしましては、１３節委託

料で３６１万３,６４４円。特定健康診査委託料でございます。特定健康診査は３４

０名の受診がございまして、受診率は３９.４７％、こちらにつきましては、ドック

の受診者も含めた受診率でございます。 

 ９款公債費、１項公債費、１目元金、支出済額４００万円。償還金でございます。 

 めくっていただきまして、２４１ページ、２４２ページ。 

 歳出合計でございます。支出済額７億８,１５１万５,５８４円でございます。 
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 めくっていただきまして、２４４ページ、実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順に申し上げます。 

 １．歳入総額８億３,４１９万３,１２７円、２．歳出総額７億８,１５１万５,８５

４円、３．歳入歳出差引額５,２６７万７,２７３円、４．翌年度へ繰り越すべき財源

はございません。５．実質収支額５,２６７万７,２７３円、６．実質収支額のうち地

方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はゼロでございます。 

 めくっていただきまして、２４５ページ、２４６ページ、財産に関する調でござい

ます。 

 基金ということで、区分、前年度末現在高、決算年度中増減高、決算年度末現在高

の順に申し上げます。 

 国民健康保険財政調整基金、１,５００万７９８円、２,０００万１２１円、３,５

００万９１９円。 

 国民健康保険出産費貸付基金、７２万円、△７２万円、０円でございます。 

 以上、平成２９年度国民健康保険特別会計（事業勘定）について説明させていただ

きました。 

 なお、直営診療施設勘定につきましては、診療所事務長と説明を交代させていただ

きます。 

 どうかよろしくお願いいたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後２時５５分まで休憩いたします。 

休憩（午後２時４３分～午後２時５５分） 

○委員長（吉田哲也君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 説明を続けます。 

 国民健康保険診療所事務長。 
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○診療所事務長（久保順一君） 

 続きまして、平成２９年度和束町国民健康保険特別会計（直診勘定）歳入歳出決算

につきまして、事項別明細書に基づきまして、主なもののみ説明させていただきます。 

 ２４７、２４８ページでございます。 

 １款診療収入、２項外来収入、１目国民健康保険診療収入、１,４３８万２,６２２

円。これにつきましては、１節現年度分と同額でございます。 

 同款、同項、７目後期高齢者医療保険診療報酬収入でございます。これにつきまし

ては３,５４１万９,７１８円。１節現年度分と同額でございます。 

 めくっていただきまして、５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１,０４６万２,

１４３円。１節前年度繰越金、純繰越金と同額でございます。 

 ６款繰入金、１項一般会計、１目一般会計繰入金、７００万円でございます。これ

につきましても、一般会計繰入金でございます。 

 めくっていただきまして、２５１、２５２ページでございます。 

 歳入合計でございます。収入済額が９,３６３万２５４円となっております。収入

未済額は４,０４０円でございます。 

 めくっていただきまして、２５３、２５４ページでございます。 

 歳出のほうも、主なもののみ説明させていただきます。 

 １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費で５,１４３万８,１３７円。これに

つきまして、主なものは、職員等の人件費、そして１１節需用費で２９０万４,６４

６円、そして、めくっていただきまして、１３節委託料としまして３１４万３,９８

６円となっております。 

 めくっていただきまして、２５７、２５８ページでございます。 

 ２款医業費、１項医業費、３目医薬品衛生材料費としまして２,６４７万７６３円、

１１節需用費として同額でございます。医薬品材料費でございます。 

 歳出合計としまして、支出済額が８,４８３万３,５９５円ということでございます。 
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 めくっていただきまして、２５９、２６０ページ。 

 実質収支に関する調書につきましては、後ほどお目通しのほどよろしくお願いいた

します。 

 めくっていただきまして、次に、財産に関する調でございます。 

 ２６１ページから２６４ページまでございますが、これにつきましても、後ほどお

目通しのほどよろしくお願いいたします。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうからは、和束町簡易水道事業特別会計及び下水道事業特別会計

についての説明をさせていただきます。 

 他の会計同様、重要なもののみご説明させていただきます。 

 まず、簡易水道特別会計、歳入でございます。 

 １款使用料及び手数料、１項使用料、１目水道使用料、８,０７５万４,５４６円。 

 主なものとしまして、現年度の使用料としまして８,００４万６,９８３円でござい

ます。 

 下段、３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目施設国庫補助金でございます。収入

済額１億８３６万円。 

 主なものとしまして、簡易水道施設統合の国庫補助金として１億８３６万円でござ

います。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金でございます。４,５４８

万円。 

 一般会計からの繰入金でございます。 

 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、収入済額が７５８万４,２９９円。 
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 同額の純繰越金でございます。諸収入でございます。 

 ７款諸収入、２項雑入、１目雑入でございます。収入済額７９３万３７９円でござ

います。 

 １節消費税還付金７９１万３,９０９円でございます。 

 ８款町債、１項町債、１目施設費でございます。収入額２億７,７７０万円。 

 １節施設債としまして、水道施設整備事業債で２億７,７７０円でございます。 

 歳入合計、収入済額が５億２,９１２万６,８２７円、収入未済額が２,１５４万４,

２５６円でございます。 

 続きまして、歳出の部でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。支出済額３,９８６

万１,７９４円でございます。 

 主なものとしまして、１１節光熱水費で５６７万４,８７２円、修繕費で４１０万

１,８９４円、医薬材料費で９９万６８４円でございます。 

 めくっていただきまして、同款、同項、同目、１２節役務費、通信運搬費で１４９

万６,１７４円でございます。 

 同じく、水道施設保険料として２７１万４,６５０円です。 

 １３節委託料で水道検針業務委託料として１０９万７,５８０円、浄水場浚渫委託

料として１０３万６,８００円でございます。 

 同じく、１８節備品購入費、水道関連備品として１７９万２,８００円でございま

す。 

 めくっていただきまして、２款施設費、１項施設費、１目施設費でございます。 

 主なものとしましては、１３節委託料としまして、支出済額３億８,９０８万４,２

５６円に対しまして１３節委託料で統合簡水の設計委託料としまして６４１万６,２

８０円、同じく、統合簡水の要点管理業務委託としまして７７８万５,７２０円、１

５節工事請負費として３億７,４３４万２,２５６円でございます。 



― 69 ― 

 ３款公債費、１項公債費、支出済額としまして８,６９１万８,６６９万１,３０６

円でございます。 

 主なものとしましては、２３節償還金利子及び割引料でございます。償還金として

６,６１１万９,５２０円でございます。利子としまして２,０５７万１,７８６円です。 

 歳出の合計でございます。支出済額５億１,５６３万７,３５６円、翌年度繰越額９

３万８,０００円、不用額４５２万４,６４４円でございます。 

 なお、実質収支に関する調書及び財産に関する調書については、後ほどお目通しの

ほうをお願い申し上げます。 

 続きまして、下水道特別会計の歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、１項分担金、１目下水道分担金でございます。受益者分担

金として２０万円でございます。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料でございます。３,００５

万１,８４１円でございます。 

 主なものとして、下水道使用料現年分として２,９８９万３,２５８円でございます。 

 めくっていただきまして、５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金

でございます。１億３,８４９万３,０００円でございます。 

 １節一般会計繰入金で１億３,８４９万３,０００円でございます。 

 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金でございます。２１７万９２２円。 

 主なものとしまして、１節前年度繰越金２１７万９２２円でございます。 

 ８款町債、１項町債、１目下水道事業債でございます。４,０４０万円でございま

す。 

 １節特定環境保全公共下水道として同額の収入をしております。 

 めくっていただきまして、歳入合計でございます。歳入合計、収入の部としまして

２億１,１３５万８,３７３円、収入未済額としまして６９１万１,２２２円でござい

ます。 
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 続きまして、めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。１億１,７１９万４

６２円でございます。 

 主なものとしましては、２７節消費税の還付でございます。２６５万９,１００円

でございます。 

 ２款管理費、１項施設管理費、１目処理場管理費でございます。支出済額が２,８

８４万６,２９９円でございます。 

 主なものとしましては、需用費の光熱水費で３８０万５,５２４円、１３節委託料

で処理場運転管理委託料として１,８６６万９９６円でございます。汚泥処理運搬委

託料として４６０万１,４５３円でございます。 

 同項、２目管渠管理費でございます。４１６万１,４４６円。 

 主なものとしましては、１１節需用費の光熱水費で２２５万５,８４７円、修繕費

で１１１万９,８００円でございます。 

 ４款公債費、１項公債費、１目元金でございます。１億２,５４０万２,２９５円の

支出としております。 

 主なものとしましては、償還金利子及び割引料として償還金で１億２,５４０万２,

２９５円。 

 同じく、２目利子で３,３４４万５,９２３円。 

 主なものとしましては、２３節利子及び割引料として３,３４４万５,９２３円でご

ざいます。 

 歳出合計につきましては、支出済額２億８９６万５,４２５円、不用額で２０３万

４,５７５円でございます。 

 めくっていただきまして、実施収支に係る調書及び財産に関する調につきましては、

後ほどお目通しのほうをお願いいたします。 

 以上、簡易水道特別会計及び下水道特別会計の説明とさせていただきます。 
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○委員長（吉田哲也君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 私からは、平成２９年度和束町介護保険特別会計の保険事業勘定並びにサービス事

業勘定の歳入歳出の決算について、事項別明細をもとに説明させていただきます。  

 まず、初めに、平成２９年度和束町介護保険特別会計（保険事業勘定）の歳入でご

ざいます。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料といたしまして１億１,

８４９万９,５２０円収入しております。不納欠損額４５万７,３６７円、収入未済額

４４２万７,７１７円。 

 これにつきましては、１節現年度分特別徴収保険料が１億１,１７２万９,６６０円、

これは現年度分の保険料でございます。 

 ２節現年度分普通徴収保険料でございます。５９１万７,７６０円、３節滞納繰越

分普通徴収保険料が８５万２,１００円、これにつきましては、不納欠損額が４５万

７,３６７円となっております。 

 続きまして、３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、１億４１

４万３,７５３円。 

 これにつきましては、１節現年度分で全額でございます。 

 同款、２項国庫補助金、１目調整交付金、３,８２８万２,０００円。 

 これにつきましては、１節現年度分調整交付金で、同額でございます。 

 めくっていただきまして、４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給

付費交付金、１億５,５４３万２,０００円。 

 これにつきましては、１節現年度分で同額でございます。 

 ５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金、８,４７６万１,０００円。 

 １節現年度分ということで、同額でございます。 
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 めくっていただきまして、７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入

金、６,８７７万２,４９１円。 

 １節介護給付費繰入金で、同額でございます。 

 同款、同項、２目地域支援事業繰入金、総合事業分でございます。１６７万４,２

３５円、１節地域支援事業繰入金で、総合事業分でございます。 

 同款、同項、３目地域支援事業繰入金、包括的支援事業任意事業でございます。１

２４万６,８３３円。 

 １節地域支援事業、包括的支援事業任意事業の現年度分の繰り入れとなっておりま

す。 

 同款、同項、４目その他一般会計繰入金、９４３万円。 

 １節事務費等繰入金で、全額でございます。 

 めくっていただきまして、９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１,４８８万４,

９６１円。 

 １節前年度繰越金でございます。 

 歳入合計、６億１,２９８万８,４７６円、不納欠損額４５万７,３６７円、収入未

済額４４２万７,７１７円でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、４３３万４８円でございます。 

 主なものとしましては、１３節委託料２７５万４,０００円。これにつきましては、

第７期介護保険事業計画策定に係る委託料で２７５万４,０００円でございます。 

 同款、３項介護認定審査会費、１目認定調査等費、２４９万４,２８２円。 

 １２節役務費で１４１万６,４０５円。内容につきましては、手数料で、介護認定

に係る主治医意見書の作成手数料となっております。１３４万７,８４０円でござい

ます。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、１億９ ,
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８８０万９,５６５円。 

 １９節負担金補助及び給付金ということで、居宅介護サービスに係る給付でござい

ます。 

 めくっていただきまして、同款、同項、５目施設介護サービス給付費、２億４,７

０５万７,８３４円。 

 １９節負担金補助及び交付金で、施設の入所に係るサービスの給付費となっており

ます。 

 同款、同項、９目居宅介護サービス計画給付費、２,０３６万８,１２９円。 

 １９節負担金補助及び交付金で、これにつきましては、内容といたしまして、介護

ケアプランの作成に係る費用ということで、同額支出しております。 

 同款、２項介護予防サービス等諸費、１目介護予防サービス給付費、１,５７８万

８,０７２円。 

 １９節負担金補助及び交付金で、要支援の方の介護サービス費となっております。 

 めくっていただきまして、同款、同項、７目介護予防サービス計画給付費、２７８

万５,８００円。 

 １９節負担金補助及び交付金で、これにつきましては、内容といたしまして、要支

援者の介護予防ケアプラン作成に係る費用となっております。 

 同款、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、１,８９１万３,８３

３円。 

 １９節負担金補助及び交付金で、これにつきましては、負担限度を超える介護の支

払額の還付の分でございます。 

 めくっていただきまして、同款、５項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所

者介護サービス費、３,７７２万２,３８０円。 

 １９節負担金補助及び交付金で、これにつきましては、内容といたしまして、施設

入所などに係る食費・居住費の軽減に係る費用でございます。 
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 ４款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費、１目介護予防生活支

援サービス事業費、９２７万５,６６４円。 

 これにつきまして、主なものとしまして、１９節負担金補助及び交付金で４６３万

３,４７８円支出しております。 

 同款、同項、２目介護予防ケアマネジメント事業費、４６４万２,１８６円。 

 これにつきましては、職員人件費となっております。 

 ２枚めくっていただきまして、ページ数３２７ページでございます。 

 ７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、３目償還金、８１０万９,０４８円。 

 これにつきましては、２３節償還金利子及び割引料といたしまして、同額で、内訳

といたしましては、国・府への返還金が７７３万９９８円、過誤納の還付金が３７万

８,０５０円となっております。 

 歳出合計、５億８,７１１万４,９４１円、不用額４７１万７,０５９円でございま

す。 

 めくっていただきまして、実質収支に関する調書並びに次のページ、上の記載が抜

けておりますが、財産に関する調につきましては後ほどお目通しください。 

 続きまして、３３５ページ、３３６ページをお開きください。 

 和束町介護保険特別会計（サービス事業勘定）の事項別明細書に基づいて、歳入か

ら説明させていただきます。 

 １款サービス収入、１項予防給付費収入、１目居宅介護サービス計画費収入、３２

０万８,１００円。 

 １節居宅介護サービス計画費の収入でございます。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、２１２万１,０００円。 

 １節一般会計繰入金でございます。 

 歳入合計、５５３万２,５２２円でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 
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 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、４５３万７,５８７円。 

 これにつきましては、職員の人件費となっております。 

 ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費、８５万２,８４

０円。 

 １３節委託料といたしまして、介護事業所への介護計画の委託料となっております。 

 めくっていただきまして、歳出合計５３９万４２７円、不用額１３万３,５７３円。 

 次のページをめくっていただきまして、実質収支に関する調書でございますが、後

ほどお目通しいただきますようよろしくお願いします。 

 私からは以上です。 

○委員長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 続きまして、平成２９年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につきまし

て、事項別明細書により説明をさせていただきます。 

 主なもののみとさせていただきます。 

 まず、歳入からでございますが、３４３ページ、３４４ページをお願いいたします。 

 １款保険料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料、２,３３７万６,７

２０円。現年度分でございます。 

 ２目普通徴収保険料、１,３２０万７,５７９円。１節現年度が１,３１５万７９円、

滞納繰越分については５万７,５００円でございます。 

 なお、特別徴収・普通徴収を合わせた現年度分の収納率は、９９.３４％でござい

ます。 

 めくっていただきまして、５款諸収入、４項雑入、３目雑入でございます。２４６

万８,１９３円。健診及び人間ドックに係ります京都府後期高齢者医療広域連合から

の補助金でございます。 
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 歳入合計、収入済額が６,４９０万７,１８２円、不納欠損額は０円、収入未済額は

８８万１５０円でございます。 

 続きまして、３４７ページ、３４８ページからでございますが、歳出でございます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、後期高

齢者医療広域連合納付金、５,９２１万９,０７３円。後期高齢者医療への負担金でご

ざいます。広域連合への負担金でございます。 

 ３款保健事業費、１項健康保持増進事業費、１目健康審査費、４５８万２,５３０

円でございます。 

 主なものといたしましては、めくっていただきまして、１３節委託料４３４万２３

０円でございます。健康診査委託料ということで、同額でございます。 

 なお、健診は３７０名、ドックは１０名、計３８０名の受診で、受診率としては４

４.３９％でございます。 

 歳出合計、支出済額が６,４５０万８,１７６円、翌年度繰越額は０円、不用額が２

７万７,８２４円でございます。 

 次ページに実質収支に関する調書を掲載しております。お目通しいただきたいと思

います。 

 以上、平成２９年度後期高齢者医療特別会計決算の説明とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 以上で、平成２９年度決算についての説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 ５番、岡田委員。 

○５番（岡田泰正君） 

 それでは、一般で質疑に入る前にですね、この前、広報によりまして、本町に在学

する中学生の井上堅斗君ですか、この方が体育大会において中学生の部で日本一にな
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られたと。これは砲丸投げのことなんですけども、これはきのう、おとついですか、

橋のところに横断幕で「祝優勝」というような形でされていたわけなんですけれども、

これは非常に住民の意識高揚を促す立派な成績であると思います。だから、こういう

ことはできたら庁舎内のところで垂れ幕で住民の皆様方に広く認知していただいて、

和束町全員で喜んでもらえると、祝福をすると、そういうイベントというんですかね、

広報を町としてはもっとしっかりと、優勝された明くる日にでも横断幕を掲げて取り

組んでいただきたいと思うんですけども、これは和束町始まって以来の快挙ですので、

たった７０数名の中学生の中からこういう方が生まれたわけですから、それは非常に

価値のある、全国にＰＲをできる非常にいいことだと思っておりますので、その点に

ついて最初にご質問させていただきました。 

 よろしくお願いします。 

 総務課長ですか、答弁ください。 

○委員長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 岡田委員のほうからありましたように、井上堅斗君、８月２０日の全国大会で優勝

したということで、非常に喜ばしいことだと考えております。 

 まず、この話をさせていただくと、８月１２日に住民の方から私あてに、井上君が

全国大会に出るんだよということで連絡をいただきました。早速、８月１３日の月曜

日になりますが、教育委員会に連絡をとりまして、やはりその懸垂幕の件、調整をさ

せていただきました。 

 中学校の話によりますと、井上君につきましては、これまでの成績から全国大会上

位になるだろうということで、中学校としましては、全国大会の結果をもって中学校

のところに懸垂幕を揚げたいということで聞いておったところです。実際、８月２０
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日に大会がございまして、８月２１日に井上君が朝一番にですね、早速、町長に報告

に来ていただきました。 

 教育長と町長と協議をさせてもらって、また、井上君のお話も聞かせてもらって、

岡田委員がおっしゃるように、まず、町民の方に知ってもらおうということで、９月

の広報紙にカラーの折り込みで井上君の活躍をみんなに知ってもらおう。また、２１

日、大会の明くる日ですが、防災行政無線を利用させていただいて、井上君の活躍を

住民の方にお知らせをさせていただきました。 

 実際、横断幕の関係でございます。町長と教育長、学校長、相談していただきまし

て、どういう方法が一番いいのか。教育委員会サイドとしては、やはり教育委員会の

単費でもって祝福をしたいということで、一定の要綱はございますが、要綱とは別に

教育委員会でつけようということで、一番目立つのはどこだろうかということで、現

在、岡田委員がおっしゃいますように、和束河原の橋の上に横断幕をつけさせてもら

ったところでございます。 

 準備につきましては、８月１３日から和束町としては動かせていただいたというこ

とでございますので、ご理解いただきますようお願いいたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ５番、岡田委員。 

○５番（岡田泰正君） 

 今お聞きしていますとですね、いろんな関係所管のほうで相談をされて、どのよう

な取り扱いをされるかということは協議をされたということは十分理解をさせていた

だいております。 

 そして、今おっしゃったように、カラー刷りの案内で、私もその快挙というものを

知らせていただきました。であるならばですね、和束町民ということもまずメインで

すけれども、この和束町に来庁していただく方、あるいは観光客、交流人口、そうい

った方々のためにもね、目につくように和束町で取り上げ、もっと広く広報を。悪い
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ですけども、広報に使わせてもらう。和束町の人口の中で日本一の方が出たんだと。

これがまた次にはジュニア大会、世界大会ですか、そちらのほうにも出場されるとい

うようなことですので、もう少し敏感というんですかね、積極的にＰＲする意味で、

広く広報をお願いしたいと思うんです。 

 だから、縦の幕ですね、庁舎のとこへ垂らしてもらう。そしたら、来ていただいて

いる方にも、そうだったんかと、非常に驚愕の印象を与える。そして、また先ほど言

いましたように、よそから交流人口で、あるいは来ていただく方に対しても非常に大

きなＰＲになる。茶源郷のお茶だけやなしに、こういう活性化のためには非常に有効

な手段だと思います。この利用を逃すわけにはいかないと私は考えておりますので、

よろしくお願いします。もう一度、その辺の取り組み方、前向きな考え方で答弁くだ

さい。町長、お願いします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 ただいま岡田委員が言われていましたように、同じことに至っております。同じこ

との観点から、先ほど総務課長言うように、どこで目につくやろなと、こういうこと

で、緊急にやらせていただきました。そして、行政無線放送、こういったことは余り

使わないんですけども、今回使わせていただいた。広報、垂れ幕、緊急放送、それか

ら、ほかにもいろんなところで流れている。ＳＮＳ、あらゆるところで流させていた

だきまた。 

 そして、今、言われるように、ただ、もっとというのは、今ご質問いただきますと、

庁舎にかけたら一番よくできるんやないかということで、私は庁舎よりも入って来ら

れる人が全部目につくところはどこかということで、あの橋だろうと、こういう観点

で、思っておられることは同じだと思っています。今後、こういう機会があれば参考

にさせていただいて、そういう方向で町を挙げて取り組めるようにしていきたいと思
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います。 

 足りないところは、ひとつまたご支援、ご協力賜りたいと思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、まず、決算の意見書の中から一つだけ確認をしておきたいんですけども、

１８ページのいわゆる基金管理等の中の部分ですけども、いわゆるアグリビジネス株

式会社の株式１８０万円の会社の実態がなく、資産価値が疑わしいので、取り扱いに

ついて検討する必要があるという指摘がございますけども、これは昨年の同じ決算の

中でも触れられたというふうに思いますし、そのときは私も一応触れさせてもらった

と思うんですけども、今回１年たって同じようなことで指摘がございます。 

 実際、これはどのようにこの１年間扱われておられたのか、また、どうするという

ことで検討されたのか、その辺を説明いただきたいと思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 アグリビジネス株式会社ですけども、これはきちっと倒産して、倒産手続を登記で

上がってくるならば、それをもって不納欠損に上げることができるわけなんですが、

この会社は決算も何もなく、自然にそのまま置かれております。帳簿の中にはまだ株

式会社が残っているわけであります。そういう中で、一定の期間を持ってやっていか

なきゃならないと、こういうことで、一定期間がどれくらい必要かという中で進めて

まいりました。 

 当然、そういったことで非常に十分な年数がたつという段階、もうそろそろと思っ

て取り組んでおるわけなんですが、ことしあたりでそういった年数に値するのかなと
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いうことで、検討に入るということで、監査委員さんにお答えをさせていただいてお

ります。 

 今、岡本委員が言われますように、倒産手続されたらその時点で不納欠損を打てる

んですけども、ただ、帳簿上は倒産手続がされておりません。自然消滅みたいなもの

で、会社の決算報告がされてないという状況であります。そういう状況をきちっと見

定めて対応していきたいと、このように思いますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 もちろんそういうことだと思いますけども、やはり会社の実態がないであるとか、

また、資産価値が疑わしいというような指摘がある中でね、こういうことをわざわざ

指摘をされているということ自身は大変問題だと思うんですね。とりあえず検討に入

るということで監査のほうにも言われたという話ですけどね、ただ、私、もう一つ言

っておきたいのは、これ自身はそういうものだから倒産手続があって、事務的にはそ

ういう手続を持って解決するということは、それはそういうことだと思うんですけど

も、ただ、やはり町としてこういったアグリビジネス株式会社の株式を所有してずっ

といろいろかかわってこられたという部分のしっかりした総括がないとだめだと思う

んです。なぜ、こういうことに町がかかわってこられたのか。最終的にこのような自

然消滅というか、長年どうなっているのかわからないような状況で放置されるような

こういう会社に株式を持ってかかわってこられたのかということを住民の皆さんにも

ご報告いただいて総括をした上で、こういう部分についても処理していただくという

ことが大事だと思うんですけども、その辺いかがですか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 
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○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 今、言われておりますように、それぞれの年度で決算・事業報告等で続いてやって

いるわけなんですが、今ご質問ありますように、不納欠損を打つときにはそういった

一定の総括というんですか、そういう詳しい内容等も把握した中でお知らせするとい

うのも大事かというふうに受けとめておりますので、今のご質問をいただきましたこ

とを参考にしながら進めてまいりたいと、このように思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 それはぜひよろしくお願いしたいというふうに思います。 

 それでですね、今回、平成２９年度の決算といいますのはいわゆる町長選がありま

して、当初はそういうことがありましたので、骨格予算ということで提案されて、そ

れで町長選が行われた上で、再選されて、肉づけされながら、今回、決算に至ったと

いうものです。 

 そういうもので、まず、一つお聞きしておきたいのは、いわゆる予算執行の姿勢と

いう問題でですね、町長はいろいろと町政に当たっては住民との協働であるとか、住

民参加のまちづくりということを強調されてきておられます。そういった意味で、具

体的に、じゃあ、住民参加や住民との協働という点で、町長に再選された以降の１年

間ですから、具体的にどのような取り組みをこの２９年度ね、５期目の１年目として

どういうふうに取り組まれてこられたのか、その辺、説明いただけますか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えさせていただきたいと思います。 
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 ただいま質問がありましたように、再選させていただいて１年目ということでした。

この１年目というのは非常に大きな節目の年でもありました。国においては国土強靱

化に関する施策とか打ってこられましたし、地方創生３年目ということもあったんも

んですから、この地方創生の実現に向けた調和のある地域づくりを推進と、こういう

方向の大きな軸がありました。 

 これとあわせまして、今お尋ねありますように、和束町ではですね、いわゆる住民

と協働して取り組むという点で絞って、今、ご質問いただいたように、強靱化といえ

ば橋とか道路問題とかいろいろやっておる。これは今のご質問から、住民との協働と

いうことをどうやってこられたかと、こういうご質問でありましたので、その点に絞

ってお答えをさせていただきたいと思います。 

 ご案内のとおり、和束町のまちづくり計画の大きな柱は、交流人口と、そして協働

というのは非常にいろんなところに出てきます。「協働」「協働」というのは、どの

計画にも住民と協働すると、こういうことであります。 

 ご案内のとおり、和束町には交流人口を高めていく中で、そして、和束町でまちづ

くりをしていこうという多くの方にも入ってきていただいております。そうした人た

ちが活動しやすい場をどう支援していこうかというのが大事になってまいるわけであ

ります。そういうことの大きなこの年の住民と一緒になって進めてきて、今もこれは

継続なんですが、農泊というのは非常に大きな成果だったかなと思っております。こ

れは住民の協働なくしてなかなか進まないわけです。 

 和束町では、今、聞いておりますと、１００軒近くの登録をいただいたというふう

に聞いております。そういうことの取り組みをさせていただいてきておりますし、先

ほども主な施策の成果が副町長のほうからも説明がありましたように、湯船区におい

てはですね、いわゆる自分らの地域を自分らの資本を出してまちづくりをやっていこ

うということで、そういうまちづくり会社が生まれましたのも大きな成果ではなかろ

うかなというように思っております。 
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 何よりも和束町はどういうまちづくりをするというこのアドバルーンを上げながら

住民にいろいろと活動してもらって、和束町は舞台をつくる。そこで演じてもらう人

は住民だという姿勢のもとに、和束町は今までから総合計画でも茶源郷というのを掲

げさせていただきました。 

 過日の一般質問でも、なぜそういう名前がついてくるんや。いろんな総称を入れさ

せていただきましたが、これは国の地方創生、国の事業を受け入れて、そして和束町

ではいろいろと職員の皆さんも一体になって、いわゆる地域再生計画を挙げる努力を

してですね、そして、住民の要望を吸い上げて、そして、その事業の実現に向けて進

んでまいりました。その事業に進んでおられる方は全て行政がやっているわけじゃな

いわけです。住民の皆さん方にやっていただいているわけです。一番大きなのは、や

っぱり農家が元気になるということで、この産地パワーアップですか、ああいったも

のはまさに共同工場的なそういう事業の導入も入れているわけであります。 

 そのように、私、協働という面では今すぐまとめ的には言えないんですけども、見

ていただいたらわかりますように、住民の人が一生懸命やっていけるような、そうい

う地域づくりを進めてきました。住民の方がやっておられるまちづくりが見えている

と思いますが、そのバックに行政が支援していると、こういう地域づくりに努めてき

たつもりであるんですが、なかなか見えにくいところがあろうかと思うんですが、先

ほど主な施策の成果のところでご理解いただけたらありがたいなと思っています。  

 以上でございます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 今いわゆるこの間、町長が培われてこられた観光を中心とした取り組みについて、

いろいろと地元の皆さんにもご協力いただいて取り組んできたということを、いわゆ

る協働ということで言われたんだと思いますけども、もちろんそれも大事なことだと
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思いますが、私が思いますのはね、今、言われたように、舞台は行政がつくって、そ

こでまた演じていただくのは住民だという言い方をされましたけども、やはり、ただ

単に協力してもらう、演じてもらうのが住民の役割というんじゃなくて、そういう行

政のあり方といいますか、どういうまちづくりをしていくかという部分のところにも

どう参画していくかというところが一番大事だというふうに思うんですね。 

 全て行政がお膳立てをした。また、行政が考えていることを、そのままそれに協力

をしていただく方を募ってやるということではなくて、根本的に住民が主人公という

立場から行政のどういうやり方をしていくかというところにもどう参画してもらうか。

それをしていく上で、やはり私もずっと町長に要望もしてきましたけども、毎年です

ね、地域に入って住民懇談会を続けていくであるとか、そういったことを粘り強く取

り組んでいくことこそがまず土台じゃないかというふうに思うんですね。 

 やはり観光とか、そういったことだけが行政の課題ではありませんし、さまざまな

全体的に町をどうしていくのかという部分で、住民の皆さんの声をどう聞いていくか

という意味ではですね、懇談会を粘り強く開いていっていただきたいということを再

選されてからも要望したと思います。 

 ただ、やはり２９年度でいいますと、そういった機会はございませんでしたし、町

長はその辺をどのように受けとめていただいているのかなというふうに思ったんです

けど、その辺ちょっとお聞きしたいのと、あと、総務課長に確認なんですけども、こ

の間、町長が、住民懇談会は毎年開けないけども、そのかわりといっては何ですけど

も、もし、ご要望があればですね、何人かでも集まっていただいて、出前でそこに出

向いてお話しする機会は持ちましょうという話をされてましたけども、２９年度はそ

れに何回ぐらい行かれましたか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 
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 前段の分のお答えをさせていただきたいと思います。 

 先ほど言われましたように、住民との話し合いをさせていただき、住民とともに進

めるのは非常に大事であります。 

 和束町は、従来、住民との会議は各区の役員さんにお世話になっております。その

方たちとご相談した上でしかなかなか進めていけなかったというのが事実であります。 

 しかし、それではいけないということで、今ありましたように、３人以上の住民の

方に声をかけていただいたら、出前で寄せていただいてお話しさせていただこうとい

う制度をつくりました。 

 しかし、これも私の見ている限りでは、先ほど質問がありましたように、総務課長

に具体的に回数を聞いていただいておりますが、私の知っている限りでは、これも実

現ができてない。この辺のところをもう少し見ていかなきゃなりません。 

 それと、もう一つ、先ほどの舞台ですけども、住民がやれるまちづくりというのは

制度に一つありますので、先ほどのところへつけ加えたような回答になるわけで申し

わけございませんが、住民の皆さん３人以上とか何人かで、そして、こういう地域づ

くりをしたい、こういうまちづくりをしたい、こういうものは和束町は単費ですけど

も、少しですが、支援をしていきたい。これは１０万円限度でありますが、住民の皆

さんが自主的にこんな活動をしたいということについてはですね、１０万円限度につ

いて支援していく、いわゆる地域づくり、まちづくりの支援事業を持っております。 

 そして、住民の人が本当に自主的に地域づくりを促進していこうとしてきました。

これも制度だけつくってはなかなかいかないという、今の岡本委員のご質問の中にあ

るわけなんですが、やっぱり住民によく知っていただいて、住民とともに考えて、そ

して地域づくりをするというのは非常に大事なことだと思っておりますので、これは

これからもまちづくりに生かしていきたい。努力していきたい。 

 私のほうからこのように思っておりまして、足りないところは今後さらに努力をし

ていきたい、このように思っておりますので、ご理解をよろしくお願いいたします。 
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○委員長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 岡本委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 ２９年度の出前口座につきましては要望がございませんでしたので、実施はしてお

りません。しかしながら、地域力推進課のほうで住民の方々といろんな協議をすると

いうことで一定会議を開催させていただいておりますので、その点について、地域力

推進課長のほうから答弁させていただきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 私のほうからは、住民の声を直接聞く場というものについて、２９年度に実施した

実績というものをお答えしたいと思います。 

 まず、移住の関係でございまして、全区長に対しまして、今の空き家の状況であり

ましたり、移住促進特区の意思表示ということでお願いに回らせていただいた中で、

移住に対する意見というものは聞かさせていただきました。 

 また、景観に関する住民勉強会ということで、白栖、それから釜塚、湯船でそれぞ

れ１回ずつ開催しました。釜塚での会場の際には、原山の住民の皆さんにも来ていた

だきまして、地域のことについて話し合う機会というので、住民の話というものを十

分聞けたと思っております。 

 また、お茶の京都のターゲットイヤーであります茶畑ビューイングを実施する際に

は、地域力推進協議会というものを蘇生いたしまして、その中で活性化センターであ

ったり和束茶カフェ運営協議会、それから農家団体とか地元のそういった地域活動を

やられている方々の意見を伺いながら皆さんで取り組むという形をとらさせていただ
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きましたので、また、茶源郷まつりもそうだと思いますし、そういった住民と協働す

るということで、我々の課としては意見を聞きながら事業を進めているところでござ

います。 

 以上です。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 今、地域力のほうからそういったご報告をいただいて、それはそれで努力いただい

たというふうには思いますけども、ただ基本的に、例えば、移住特区の区長さんに確

認も含めてお話を伺ったというのは、事業を進める上で必要だからやっているわけで

あってね、別にそれがなかったら聞いてないわけであって、そういう行政としての事

業を進める上で必要な範囲で関係者に話を聞くということは当然あることであって、

それでもって何か住民参加を進めてきましたというふうに言うには、それはどうかな

という思いもあるです。 

 それはそれとして努力いただいていることはいいことだいうふうに思うんですけど

も、それでですね、ここは決算の場ですからね、一応、結果に対してお話だけしてい

るんですけども、やはり行政の都合といいますかね、必要だから話を聞こうかという

ことじゃなくて、行政として住民から付託を受けてやっているわけですから、都合で

どうでなくてもですね、毎年、地域に足を運んで、どういう問題があるかとか、そう

いうことはやはり行政としてしっかりつかんでいくということを一つの仕事として私

はやっていただく必要があるというふうに思いますし、そういうことを粘り強くやる

中でね、やはり住民の皆さんの行政に対する関心も高まるし、また住民参加も、また

行政のほうがやりたいことについてもいろんな意見が上がってくる土壌ができてくる

というふうに思いますので、ぜひ、住民懇談会の開催等も今後引き続き、２９年度の

ときも踏まえて検討いただきたいというふうに思います。 
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 次に、収支の関係なんですけども、今回、見ましたらわかりますように、各会計ご

と全て黒字決算ということで、それはそれで結構なことなんですけども、例えば、一

般会計でありますと１億５１万円、国保の事業勘定で５,２６７万円、国保の直診勘

定で８８０万円、簡易水道で１,３５０万円、介護の事業勘定会計で２,５８７万円な

ど、かなりの多額の黒字を計上されたと思います。 

 一般会計はこれにプラス積立金として、黒字とはまた別に７,１００万円の積み立

てをされておりますし、国保も２,０００万円の基金を積み立てられました。実質的

には、一般会計で１.７億円、国保については７,２００万円程度の黒字が出たという

のと同じことだと思うんですけども、前から言っていますように、黒字の決算を打つ

ということそのものは悪いことではないんですけども、やはりこれだけ億を超えるよ

うな余剰金というものが毎年のように、この間、生まれていますよね。今回もかなり

大きな黒字決算を打たれたわけですけども、その辺ですね、当初これだけの余剰金を

多分想定はされてなかったと思いますけどもね、その辺の結果についてどのようにお

考えですか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 今、黒字のこととか基金に積み立てている額を申されました。この前に私どもがま

ちづくりをしていく上においては、単年度で考える場合と通年で考える場合がありま

す。 

 ことしの決算を見ていただいたらわかりますように、非常に事業を入れております。

去年よりもことしは起債は発行した金額は少ないわけなんですが、そういう事業量を

やっていくと、起債の額がどんだけ占めているかというのが非常に財政状況で大きな

ウエイトを占めてきます。１年残ったから来年どうなるかわかりませんし、次のとこ
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ろがあります。ある意味では堅実にそういったものを最低持っていかないと財政の不

安定を招くと、こういうことをご理解いただきたいと思います。 

 もう１点はですね、見ていただきましたらわかりますように、昨年、非常に事業と

しては積極的な事業を入れました。正直なところ、半分単費とか全額単費まで確保し

て事業を入れたものもあります。しかし、そういったものをいろいろ職員の皆さんの

努力というんですか、ご苦労があったと思うんですが、そういう形をとりまして、補

助金とか地方創生とかお茶の京都とか、そういう事業にのせて資金をとっていただい

て補助金を確保したと。これは見ていただいたら、決算上にあらわれているとわかり

ます。 

 国の大きな地方創生の調和の事業にも入ってきました。それらを積極的に活用する

中で単費で構えた事業が、ある意味では、そのままある程度残ったというところはあ

りますが、これもことし一遍の問題でありまして、３０年度は同じことが続くかとい

うたら、なかなか続かないですね。だから、３０年度を考えたら、これも単費になっ

てしまうときもあります。これでやめたという事業だったらいいけど、経常的な経費

がふえるわけですね。だから、この経常的な経費をいかに抑えるかというのは非常に

大事なことであります。だから、単年度で黒字が出たといったって、経常的に今後残

るものの事業に着手するというのは非常に重要といいますか、慎重にならざるを得な

いというふうに思います。 

 和束町の財政状況は単年度ではこうですけども、長く年数を見ますと、財政状況は

非常に厳しい町であります。そういうことでありますので、ひとつご理解をよろしく

お願いします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 もちろん基本的に予算というのは単年度の収支ですから、ずっと来年度も未来永劫
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こういう決算を打てるかどうかというのはまた別の問題なんですけども、ただ、やは

り、この問題を考えるときに、できるだけ無駄なお金を使わないという意味での職員

の皆さんの節約であるとか、また、いろいろ工夫いただいて捻出いただいたというよ

うな努力もあるでしょうし、今、言われたようないろんな補助金をとっていただいて

ですね、本来、単費でやらなくちゃいけないことをそれに振りかえていくであるとか、

さまざまな努力がされた中でというようなこともあると思います。 

 ただ、そういった中で、逆に言えば、一般会計の単費という部分で一定の事業をし

ていく上での余裕もあったということも一つの結果だと思うんですよね。それを生か

して本当にできることをしっかりできたかどうかということも、決算を見る上では大

変大事じゃないかというふうに思っています。 

 もう１点、これだけの黒字を打つ一方で、先ほどからちょっと出てますけども、い

わゆる保険税等の徴収ですね、また未収金について、引き続きふえていくというよう

な傾向の指摘もされておりましたし、それをどうするのかということが意見書でもか

なり強調されております。そういう点で、やはり大変アンバランスな、町としてそれ

だけの大きな余裕を持って決算を打っているのに、一方で、やはり住民の方に払って

いただく税収であるとかいう部分では滞納がどんどんふえていくというのは大変よく

見なくちゃいけないというように思うんですよね。 

 そこでですね、税住民課長にお聞きしたいんですけども、今いろいろ意見書でもる

る指摘がありまして、町税についても、また国保とか税についても、また使用料とか

についても税があるんですけども、いろいろ滞納がふえていっている。なかなか解消

されないという問題はあると思います。それについて、なぜ、こういう滞納がなかな

か解消されないのか、毎年そういうふうに生まれてくるのかという部分は、どういう

ふうに原因について分析されていますか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 
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○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 なぜ、滞納が発生しているのかということでございます。 

 税住民課としてその辺の分析ですね、特段指示を指定しているとかいうことではご

ざいませんが、いずれにしましても、特に滞納税につきましては税機構のほうに移管

しております。税機構のほうで徴収に当たっていただくということで、その中で納税

義務者との折衝で、どのようにすれば支払いをしていけるかということを話し合って、

合意した上で納税に結びつけるということでございますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 今、その滞納が発生する、そういった原因について分析してないと言われましたよ

ね。それはなぜ分析されないのかなと思うんですよ。 

 例えば、結果として滞納が生まれて、それについて例えば意見書でこれは大変だと。

いろいろ強化して納税意識を高めてもらってとか、いろんなことをして納めてもらわ

なあかんと、こういうことは必ず書かれますよね。だけども、幾ら徴収強化をずっと

ね、これはことしだけと違いますよね。去年もそうです。その前もそうです。ずっと

そうです。じゃあ、なぜそれでも解決されないのかといったら、やっぱり理由がある

からでしょう。 

 払いたいけど払えない事情とかですね、そういったものを町行政としてその辺をち

ゃんと分析して、じゃあ、どういう手を打てば少しでも納税してもらえるような環境

ができるのかとかいうことがわかってくると思うんですよ。 

 分析もしないでね、ただ単に税機構に移管して、あとは税機構の方がいろいろ督促

してやったら入るだろうということでは、これはいつまでたってもそんなこと解決す
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るわけないんですよね。そこを分析していただきたいと思うんですよね、こういう場

ですから。 

 そこでもう一つお聞きしたいのはね、税機構にこの間ずっと一定滞納で督促した分

で反応ない部分については移管するということで、徴収専門の部門として税機構がで

きたわけですから、そこに職員まで派遣してわざわざそういうものをつくってやって

いるわけですから、なるんですけどもね、この間、この場でもいろいろ話がありまし

たけど、例えば、町の税務の関係として、そういう滞納を抱えておられるようなとこ

とかに足を運んで、また連絡して事情を聞いて、どうやったら払えるのかとか、どう

いう事情があのかとかいうことをこの間されているのかどうかですよね。 

 じゃあ、税機構はどうなのかと。税機構に移って、その分、税機構の職員の方が１

軒１軒訪問して、電話して、連絡して事情を聞いて、なぜ払えないのかということを

ちゃんと分析して、じゃあ、どうすればいいのかということを把握しておられるのか

どうか、その上で督促されているのかどうか、その上で差し押さえとか、そういうも

のを通知されてやられているのかどうかですよね。その辺、税住民課の担当者として

そういった作業はされているんですか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 税機構ができるまでは、委員おっしゃるような対応をとっていたということは聞い

ておりますが、税機構ができてから滞納は税機構のほうに移管して、そちらのほうで

専門的に専属的に徴収をするということで、構成団体につきましては、その徴収につ

いては一歩下がったような形で対応するということに、税機構との設立の趣旨でそう

いうふうになっております。 

 したがいまして、構成団体である市町村として１軒１軒訪問してということはして
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おりませんが、ただ、窓口へ来られた際には相談をお受けして、それぞれの対応はさ

せていただいております。 

 また、税機構でどのような対応をしているかということでございますが、税機構の

ほうにおいても、基本、戸別訪問等はしていないということは聞いております。  

 以上です。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 ということはね、税機構ができるまでは、一応、地元の職員として回って訪問して、

事情も聞いて、払ってくださいと。払えへんような事情がありますかという話を聞い

てきたけども、税機構ができてからは専門の部署ができたわけだから、そちらにお任

せして、町としては一切そんなことはしてませんと。来られたら相談ぐらい乗ります

けどみたいなことですよね。 

 じゃあ、税機構はどうかといったら、税機構も一切訪問等はしない。全て文書だけ

というね、そんなんしてたら分析なんてできないですよね。どういうふうにしんどい

のかとか、どんな事情なのかとかいうことは抜きにですよ、何遍か督促した後に突然

差し押さえしますよぐらいしかしないわけでしょう。そんなんで徴収の内容を上げる

ようなことができるわけないと思うんですよ。 

 だから、それは実際に徴収というのは、単に徴収をしてお金をもらったらいいです

わということじゃないですよね。徴収を通じて住民の皆さんの生活をちゃんと把握し

て、必要な制度につなげていくであるとかね、例えば、生活保護であるとか、いろん

な税の減免や保険税の減免とか、必要だったらそれを申請してもらうとか、いろんな

そういう部署にちゃんとつないで、できるだけ払ってもらえるような環境にしていく

というのがね、単にとるだけとって後は破産でも何でもしてくださいとか、そういう

ことじゃなくて、やっぱり継続して少しでも納税してもらえる、負担をしてもらえる
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ような生活環境を整えていってあげるというのが、本来、徴収の持つ意味だと思うん

ですよ。 

 だけど、今の課長の話を聞いたらね、結局、言うたら、全部ほったらかしにしてま

すと、要は。こっちから何も働きかけしてませんと。払ってもらえなかったら全部督

促で、最後は差し押さえ通知が行くだけですと、そういうことしかしてないというこ

とでしょう。 

 私ね、そんなんで住民の皆さんの生活を守れるのかなと。それだったら、単なる取

り立てじゃないですか、お金さえとれればいいというね。相談したいというんだった

ら聞いたるわっていうね、そういう上から目線という税務行政しかしてへんというこ

とでしょう。私はそんなんではこんなものは絶対解決しないというふうに思うんです

よね。その辺、町長はいかがですか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 今の質問であらかじめ整理をさせていただきたいと思うんですけども、税金とか使

用料全てそうなんですけども、徴収する場合は、２９年度に発生したものについては

現年度ということで処理していく。そして、現年度には入らなかって、いわゆる滞納

となったときには移管すると、こういうことをやっております。 

 現年度の中に徴収を組合関係ないわけであります。やっぱり現年度で納めていただ

く。そして、納めやすいように、いわゆる税金であれば納税相談に乗っていくという

のが基本であると。その辺のところは、課長も納税の中でそれぞれの納税に気をつけ

て頑張ってくれていると。そして、現年度税収をなるべく入れていただく。そして、

そういうふうに窓口行政を進めていくと、これが実態だと思います。 

 一旦、滞納処理と。その滞納が移管をいたします。移管したときには、移管先の方
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法によりますが、課長が答弁していましたように、今、岡本委員も言われますように、

移管した場合は電話等での処理と、すぐそうなってくると、ほかの差し押さえに入る

とか、そういうきめ細かさが欠けているんじゃなかろうかなと、こんな思いを今、質

問されているわけなんですが、それを真摯に受けとめながら、移管している組合に対

しても意見を私としても述べていきたいと、このように思います。 

 なるべく私は移管する前の現年度徴収の滞納にならんように、現年度の徴収率を高

めるためにこれからも窓口行政を通じて、そして必要があれば訪問させていただくと、

そういうことできめ細かな行政というのは私も大事だと思っておりますので、それは、

今、現年度でやっていると承知しておりますので、さらに充実をさせていただきたい

と、このように思います。 

 以上です。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ３番、村山委員。 

○３番（村山一彦君） 

 ２点だけ質問させていただきます。 

 きのうの新聞ですけども、ふるさと納税のことについて、趣旨逸脱指摘の府内７市

町ということで、この中に宇治市と久御山町、和束町が３割を超えていたというよう

なことで載っております。今までこういうことはなかったと思ってたんですけど、ど

ういうことになっているんか、説明願いたいと思うんですが。 

○委員長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 村山委員の質問に私のほうからお答えさせていただきます。 

 去る９月１１日でございますが、総務省のほうから各新聞社に３割を超えている自

治体については、このまちだよということで通知がございました。和束町の場合、毎
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年といいますか、一定３割以内におさまるように、返礼品を決めさせてもらっており

ます。 

 和束町の返礼品、現在１８品目ございます。そのうちの１品目でございますが、３

月までの値段は３割以下でございます。４月以降でございますが、原価等の値上げに

より一定３万円から５万円のふるさと納税に係ります返礼品でございますが、３万円

を基準にしますと、３０％でいうと９,０００円であります。原価の値上がりにより

まして、詰め合わせでございますが、２商品、少し値段を上げたというとこで連絡を

いただいたのが８月でございます。私どもの担当のほうから京都府に報告する際にで

すね、その値上がりした原価の部分を足しまして、実際９,１２０円という金額でご

ざいます。ですから、３０.４％ということで、０.４％、一品上回っているというこ

とでご指導いただいているところでございます。 

 なお、新聞報道等を受けまして、納入事業者とお話をさせていただきまして、３月

までの値段で納入していただくように、購入できるようにということで協議が整いま

したので、本日現在、全て３割以下のふるさと納税の返礼品になっているということ

で、読売新聞、ＮＨＫ等に私のほうに連絡がありましたので、その話をさせていただ

いたところでございます。 

 以上です。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ３番、村山委員。 

○３番（村山一彦君） 

 ありがとうございました。 

 この新聞にも詰め合わせの内容を変えたら、これは大丈夫じゃないかと書いてます

ので、大したことではないと思いますが、余り指摘されないようによろしくお願いし

ます。 

 それと、もう１点なんですが、ことしの７月にクリーンセンターで会議がございま
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して、その席には東部３町村の町長、村長も出席、そして議員、そして地元の皆さん

とで有害排出物についてのデータを毎年１回だけ拝見させてもらっているんです。そ

れについてデータ的には何ら問題はないんですが、その中で撰原の元区長が発言され

たことなんですが、いつ道を直してくれるんだということで、パッカー車が通ってい

る道が、私も帰りしな久しぶりに通ったんですけど、陥没が起きているようなことが

あったり、ガタガタであったりとなってます。これは従前から言ってるということな

んですが、その辺、馬場課長、どうなっているんでしょうか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えいたします。 

 箇所が私のほうで見えてないので、答える部分については難しいところもあるんで

すけども、１カ所については、ことしの災害が起因した箇所がございます。その箇所

については、きのう災害査定が全部終わりましたので、整理が整い次第、発注する予

定をしています。それは撰原のかなり上のほうですけども、１カ所は確認をしていま

す。 

 ほかについては私のほうで把握していませんので、今、お答えするには難しいんで

すけど。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ３番、村山委員。 

○３番（村山一彦君） 

 その発言者は元区長で、私と一緒に区長をやっていた方で、３年前の区長の方です。

そのときから言ってると思うんですけど、結局、農道ですかね、茶畑の中を通ってい

る道が本当にガタガタで、町長も去年度の会議でもことしの会議でも焼却場の問題が

ありますので、いつも誠心誠意という言葉をおっしゃっておられます。しかし、何か
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むなしい響きになりかねない。実際、何をさて置いても、そういうとこに目をかけて

いる地域には、道でも要望があれば早く動くべきじゃないかと思います。その辺は町

長どうお考えですか、ご返事いただきたいんですが。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 いわゆるいろいろと迷惑かけているというんですか、ご協力いただいておるという

こともありますので、私は、そういう地域の住民の皆さんにもやっぱりいろいろと誠

心誠意応えていかなきゃならないと、こういうことで考えております。 

 今、修繕の話が出ましたですけど、あそこはまだ縦貫というのか、ついてないんで

す。この辺も地元の住民の皆さんと一緒に話し合いしながら、今、進めているところ

であります。 

 ところが、今、言うように、細かくどこどこがちょっと傷んでいると。そういうも

のがもしあれば、それぞれの所管のところに届きますと、その場合にはきちっと整理

したいんですけども、私はそれが届いているもんだという感じで受けていますから、

その誠意でさせていただきたい。 

 今も課長が答弁していましたように、現状把握して、そして誠心誠意努めるという

のが大事だと思っておりますので、そういう意味でご理解をよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ３番、村山委員。 

○３番（村山一彦君） 

 馬場課長、撰原下ってきて下島へ抜けれずして、今、左へ回っていますわね。あの

道を一回走ってください。本当にひどい状態になってます。前にパッカー車が何台も
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走ってますので、早いこと手当をせんことにはだんだんきつくなりますので、やはり

私としても、できましたら、あの焼却場はまだ２０年ということで使えるもんなら使

いたいと思ってます。だから、やはり地元の人の感情を無視するような形じゃなしに、

誠心誠意取り組むのは、何かあったらすぐ行動に移すということが大事だと思います

ので、その辺はひとつよろしく。 

 土曜日でも休みの日でも一回見に行ってください。よろしくお願いします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 確実に現地をもう一度確認させていただきます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 先ほど町長のほうからね、徴収についてきめ細かな対応をできるだけしていきたい

というか、また、訪問も含めてという話がありましたけども、先ほどの課長の答弁で

は、訪問は一切してないと言っているんですよ、現年度分だろうが何だろうがね。  

 現年度分というのは、基本的に滞納になった場合、税機構へ行っちゃうわけですか

らね、だから、そういう意味では訪問する機会はないわけですよ、そっちがする気な

かったら。そういう意味では、そういうふうになっているのが実態ですから、そこを

踏まえた答弁をいただきたいと思うんです。 

 それで、税住民課長にもう一度確認したいんですけども、やっぱり実態を把握しな

いからどういうふうになっているのかということがわからないわけですよ。ちょっと

聞きたいんですけどね、これは例規集を見てみますと、町税の関係とか減免条例があ

りますよね。町税減免規則というのが９０３ページにあります。あと、国民健康保険
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の税減免要綱というのがその次にあるんですね。もちろんこれは福祉の関係で、介護

保険もそういう規定がございます。 

 一応、税住民課長にお聞きしたいので、国保と町税の関係だけで言いますけども、

こういった減免を受けられたこの２９年度に、また申請があった、また実際受けられ

たという実績というのはどれぐらいあるのかですね、どうですか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 件数については、今、資料を持ち合わせておりませんので、お答えできないんです

が、申請があって認められたものがあったと記憶しております。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 それは、また、あしたでもいいんですけどね、もう一つ聞きたいのは、一応、ここ

にどういう場合、減免するとか徴収猶予になるとかいう話が結構いろいろ細かく載っ

ています。国民健康保険の減免要綱などでは、これは以前なかったような気がするん

ですけども、減免割合も含めてどういう場合にどんだけ減免するみたいな話なんかの

表も載っておりますけども、基本的に、町長が特に必要と認めるときというのが載っ

てますから、基本的には減免制度があるっていうことですよね。そのものをやはり被

保険者、住民の方に毎年周知する必要があるということなんですよ。こういう内容の

ものがありますよと。だから、相談してくださいと。必要だったら申請してください

と、そういうようなことを納税額を決定するときに文書を送ってきますよね。そのと

きにそういう詳しいものが入ってないと思うんですよ。減免を受けるというのは住民

の皆さんの制度ですからね、そういうものがあるということ自身も知らない方が多い
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わけですから、その辺ちゃんとしてほしいと思うんですけども、この２９年度でそう

いった周知・啓発されましたか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 例えば、国保税につきましては、国保の保険証を送らせていただくときにパンフレ

ット等を入れておりまして、その中でさらっと触れている程度ではあるかと思います

が、その辺、十分ではないかと思いますので、来年度にはなりますけれども、工夫し

て対応させていただきたいと思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでですね、やっぱり本当は減免の対象になるかもしれないけども、制度を知ら

されないという中で結局滞納になってしまっていると。無理繰り払ってもっと大変に

なってしまうというケースも多いと思うんですよね。そういう意味では、適切に制度

を周知して、それが本当に該当するんであれば適切に対応すると。 

 減免やったら減免するっていうね、そういうことをする中でその人の納税能力とい

うものは保たれていくわけで、とにかく取り上げて取り上げね、徴収強化さえすれば

当面のお金は入ってくるかもしれないけども、その人はずっと継続して払えなくなっ

ちゃうわけですよね。 

 だから、そういう意味で考えたら、今、言われたように、来年度とか言わずに、今

からでもね、本年度、実際、滞納とかも生まれてきていると思うんですよ。ちゃんと

周知するということをするし、減免をちゃんと適用していくということを今からやっ

ていただきたいと思いますし、今、町長も、訪問も含めてきめ細かな対応が必要だと
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言われましたよね。担当課として、なぜ払えない状況になっているのか、どういう支

援が必要なのかということをつかむ上でも、そういうきめ細かな対応を今からやって

ください。その辺いかがですか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、広報につきましては不十分な面もあるかと思いますので、その辺は工夫させ

ていただきたいと思います。 

 それと、訪問等につきましては、先ほどもありましたように、現年度分につきまし

ては訪問をしようがないといいますか、滞納になるまではなかなか動けないといいま

すか、そのまま移管してしまいますので、動きようがないという状況でございます。 

 滞納者につきましては、基本、個別に訪問することによりまして、税機構とその方

との約束事、例えば、納付計画等約束されておりますので、それに反するような結果

になると、やはり機構との関係性というのがございますので、その辺は慎重に見きわ

めなければならないというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（吉田哲也君） 

 質疑の途中ではありますが、本日の決算特別委員会はこれくらいにとどめ、延会し

たいと思います。 

 なお、次回の決算特別委員会は、明日１４日午前９時３０分より本議場で再開いた

しますので、ご参集願います。 

 本日はご苦労さまでした。 

午後 ４時２５分 延会 
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